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施策

スマートシティ
の推進

行政の
デジタル化

移住・定着の
推進

スマートシティの推進
に向けた基盤整備

・スマートシティ調査検証事業（新規）
・市有施設におけるWi-Fi 通信環境整備事業
・介護・障がい福祉分野におけるロボット・
   ICT 活用促進事業（拡充）
・マイナンバーカード普及促進事業（拡充）
・商業高校におけるスマートスクール推進事業（新規）
・家庭学習のための通信機器整備支援事業

社会・産業分野に
おける推進

教育分野における推進

基幹システムの標準化 ・次期基幹システム構築運用事業
・職員の集団感染リスク低減のための
  テレワーク (分散勤務 )推進事業
・RPAツール導入による作業効率化等支援事業
・保育所等利用調整AI マッチングシステム導入事業
・市税のスマートフォン収納導入事業（新規）　
・市民課窓口キャッシュレス決済導入事業（新規）
・映像によるシティブランディング推進事業（新規）　
・テレワークにも対応した移住・定着促進事業（拡充）

テレワーク（分散勤務）
の推進

AI 等の活用による
行政事務の効率化
ICT等を活用した
市民サービスの向上
多様な働き方による
移住・定着の促進企業誘致

・スマートシティ調査検証事業（新規）
・企業誘致・立地促進事業

多様な働き方や新産業の
創出による企業誘致の推進起業・創業支援

・移住・定着促進事業（拡充）
・創業支援事業起業・創業支援大学等との

連携による
若者の地元定着 ・若者定着促進事業

・Q1プロジェクト推進事業
大学等との連携による
若者の地元定着

今後の取り組み 主な事業

　山
形
市
で
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
6
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
山
形
市
発
展
計
画
2
0
2
5
」
を
策
定
し
、「
健
康
医
療
先
進
都
市
」
の
確
立
に
向
け
て
取
り

組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
社
会
経
済
状
況
や
市
民
の
意
識
・
価
値
観
な
ど
に
計
画
策
定
時

に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
感
染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
地
方
創
生
の
推
進
」
を
視
点
と
し
た
新
た
な
施
策
や
事
業
を
加
え
、

計
画
を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
健
康
医
療
先
進
都
市
の
確
立
と
地
方
創
生
に
向
け
、
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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　令
和
3
年
度
連
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事
業
が
ス
タ
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ト

　令
和
3
年
1
月
12
日
に
、
新
た
に
尾
花
沢
市
・
大
石
田
町
と
の
間
で
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
連
携
協
約
を
締
結
し
、
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
の
連
携
市
町
が
、

村
山
地
区
全
域
の
7
市
7
町
に
増
え
ま
し
た
。

　令
和
3
年
度
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
開
始
し
た
33
の
事
業
に
加
え
、
新
た
に
6
つ
の
事
業
の
検
討
・
実
施
を
行
い
ま
す
。

　東
北
で
一
番
元
気
な
エ
リ
ア
の
実
現
に
向
け
、
各
市
町
の
強
み
を
取
り
入
れ
、
内
容
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
連
携
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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▼
山
形
広
域
炊
飯
施
設
建
設
事
業

　各
民
間
炊
飯
事
業
者
が
自
前
施
設
で
行
っ
て
い
た
炊
飯
業
務
を
集
約
し
、
広
域

炊
飯
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
学
校
給
食
を
含
む
災
害
対
応・医
療
機
関・福
祉
施
設
・

保
育
施
設
等
へ
公
益
炊
飯
事
業
と
し
て
米
飯
を
提
供
し
ま
す
。

▼
在
住
外
国
人
支
援
事
業

　山
形
市
が
実
施
す
る
外
国
人
専
門
相
談
窓
口
の
広
域
利
用
の
促
進
と
、
各
市
町
・

各
国
際
交
流
協
会
が
実
施
す
る
在
住
外
国
人
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報

の
共
有
と
広
報
を
行
い
ま
す
。

▼
婚
活
推
進
事
業

　各
市
町
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
の
集
約
・
連
携
の
相
互
協
力
、
圏
域
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
活
動
充
実
に
よ
る
婚
活
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機とした、アフターコロナ時代にお
ける社会経済状況の変化を地方創生のチャンスと捉え、デジタル技術の有効活用
を図ります。さらに、東京一極集中の是正を図る受け皿として、移住人口や関係
人口、交流人口の増加を目指します。
○デジタル技術を有効に活用し、多様化・複雑化する地域課題を解決します。安
全で快適な社会を実現するため、スマートシティを推進します。
○テレワークやワーケーションなど新たな働き方が浸透する中、移住・定着や企
業誘致を促進します。関係人口を増やす取り組みを一層強化するとともに、山形
市の魅力向上と発信のための取り組みを推進します。
○AI などの先進技術を行政事務や手続きに積極的に取り入れ、市民サービスの質
の向上と効率化を図ります。

　各市町が連携してさまざまな施策を実施し、地域の活性化を通じて魅力ある圏域となることを目指してい
ます。これにより、人口減少・少子高齢化社会にあっても、山形県、ひいては東北地方の中核として人口の
ダム機能を果たしていくことが期待されています。

山形市

アフターコロナにおける地方創生の推進
―基本方針「発展計画を推進するための共通基盤づくり」に追加―

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を教訓に、いかなる感染症であっても感
染やまん延を防ぎ、感染対策と社会経済活動の両立を図ります。
〇学校施設や飲食店などの店舗、多くの市民が利用する市有施設や公共交通機関等、
さまざまな社会基盤において感染拡大を防止するためのハード整備を進めます。
〇店舗やイベント等でのキャッシュレス化の促進により、接触機会を減らすとと
もに、道路での店舗利用などの社会環境整備に取り組みます。
〇感染予防に関する正しい知識の普及・啓発などの取り組みを積極的に行い、市
民一人一人への感染予防の取り組みを促します。

感染症に強いまちづくり
―重点政策１「健康の保持・増進」に追加―

山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン

山形連携中枢都市圏

山形連携中枢都市圏

全
て
の
連
携
事
業
の
内
容
や
、
圏
域
の
目
指
す

将
来
像
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

施策

感染症に強い
まちづくり

感染症に強い
社会環境の整備

・感染症対策施設整備改修方針策定事業（新規）　　
・新・生活様式定着支援事業
・市道山形停車場西口線バスベイ整備事業
・新型コロナウイルス感染症に係るこころの健康相談事業
・感染症予防に係る正しい知識の普及・啓発事業　
・妊婦への新型コロナウイルス感染症検査事業
・新・生活様式対応コロナ対策宣言店 PR事業

感染予防と正しい
知識の普及・啓発

今後の取り組み 主な事業

【市ホームページ】

山形市発展計画
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　令
和
3
年
1
月
12
日
に
、
新
た
に
尾
花
沢
市
・
大
石
田
町
と
の
間
で
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
連
携
協
約
を
締
結
し
、
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
の
連
携
市
町
が
、

村
山
地
区
全
域
の
7
市
7
町
に
増
え
ま
し
た
。

　令
和
3
年
度
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
開
始
し
た
33
の
事
業
に
加
え
、
新
た
に
6
つ
の
事
業
の
検
討
・
実
施
を
行
い
ま
す
。

　東
北
で
一
番
元
気
な
エ
リ
ア
の
実
現
に
向
け
、
各
市
町
の
強
み
を
取
り
入
れ
、
内
容
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
連
携
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■問
企
画
調
整
課
　☎
内
線
2
2
0

▼
山
形
広
域
炊
飯
施
設
建
設
事
業

　各
民
間
炊
飯
事
業
者
が
自
前
施
設
で
行
っ
て
い
た
炊
飯
業
務
を
集
約
し
、
広
域

炊
飯
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
学
校
給
食
を
含
む
災
害
対
応・医
療
機
関・福
祉
施
設
・

保
育
施
設
等
へ
公
益
炊
飯
事
業
と
し
て
米
飯
を
提
供
し
ま
す
。

▼
在
住
外
国
人
支
援
事
業

　山
形
市
が
実
施
す
る
外
国
人
専
門
相
談
窓
口
の
広
域
利
用
の
促
進
と
、
各
市
町
・

各
国
際
交
流
協
会
が
実
施
す
る
在
住
外
国
人
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報

の
共
有
と
広
報
を
行
い
ま
す
。

▼
婚
活
推
進
事
業

　各
市
町
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
の
集
約
・
連
携
の
相
互
協
力
、
圏
域
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
活
動
充
実
に
よ
る
婚
活
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機とした、アフターコロナ時代にお
ける社会経済状況の変化を地方創生のチャンスと捉え、デジタル技術の有効活用
を図ります。さらに、東京一極集中の是正を図る受け皿として、移住人口や関係
人口、交流人口の増加を目指します。
○デジタル技術を有効に活用し、多様化・複雑化する地域課題を解決します。安
全で快適な社会を実現するため、スマートシティを推進します。
○テレワークやワーケーションなど新たな働き方が浸透する中、移住・定着や企
業誘致を促進します。関係人口を増やす取り組みを一層強化するとともに、山形
市の魅力向上と発信のための取り組みを推進します。
○AI などの先進技術を行政事務や手続きに積極的に取り入れ、市民サービスの質
の向上と効率化を図ります。

　各市町が連携してさまざまな施策を実施し、地域の活性化を通じて魅力ある圏域となることを目指してい
ます。これにより、人口減少・少子高齢化社会にあっても、山形県、ひいては東北地方の中核として人口の
ダム機能を果たしていくことが期待されています。

アフターコロナにおける地方創生の推進
―基本方針「発展計画を推進するための共通基盤づくり」に追加―

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を教訓に、いかなる感染症であっても感
染やまん延を防ぎ、感染対策と社会経済活動の両立を図ります。
〇学校施設や飲食店などの店舗、多くの市民が利用する市有施設や公共交通機関等、
さまざまな社会基盤において感染拡大を防止するためのハード整備を進めます。
〇店舗やイベント等でのキャッシュレス化の促進により、接触機会を減らすとと
もに、道路での店舗利用などの社会環境整備に取り組みます。
〇感染予防に関する正しい知識の普及・啓発などの取り組みを積極的に行い、市
民一人一人への感染予防の取り組みを促します。

感染症に強いまちづくり
―重点政策１「健康の保持・増進」に追加―

山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン

山形連携中枢都市圏

山形連携中枢都市圏

全
て
の
連
携
事
業
の
内
容
や
、
圏
域
の
目
指
す

将
来
像
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

施策

感染症に強い
まちづくり

感染症に強い
社会環境の整備

・感染症対策施設整備改修方針策定事業（新規）　　
・新・生活様式定着支援事業
・市道山形停車場西口線バスベイ整備事業
・新型コロナウイルス感染症に係るこころの健康相談事業
・感染症予防に係る正しい知識の普及・啓発事業　
・妊婦への新型コロナウイルス感染症検査事業
・新・生活様式対応コロナ対策宣言店 PR事業

感染予防と正しい
知識の普及・啓発

今後の取り組み 主な事業

【市ホームページ】

山形市発展計画
2025

新
た
な
連
携
事
業
の
う
ち
主
な
も
の
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我が事・丸ごとの地域共生社会の実現・2040年への備え

相談業務・サービスのコーディネート相談業務・サービスのコーディネート 自立支援に向けた地域づくり自立支援に向けた地域づくり

新たに、基本理念を踏まえた高齢者の未来像をビジョンとして掲げます。
また、ビジョンの達成に向けて具体的な取り組みを進めます。

※多様な関係者が連携・協働しながら、医療、介護、予防、住まいおよび自立した日常生活の支援が、住み慣れた地域で包括的に提供される仕組み

地域共生社会の実現に向けた地域包括ケアシステムの確立
～自らの能力を生かしながら、住み慣れた地域でともに支え合い、健やかに生きがいを持って暮らせるまちづくり～

基本理念

ビジョン

目　標

計画全体の目標  要介護・要支援認定を受けずに健康に生活している高齢者の割合（８４．１％）を維持・増加

上記ビジョンの達成に向けて以下の目標を設定します。
この他、具体的な取り組みに関する目標を設定し、毎年度進捗状況を確認し、評価します。

健やかに生きがいを持って生活するためのビジョン

高齢者が自らの能力を生かしながら、住み慣れた
地域で支え合い、いきいきとした暮らしができている

「高齢者が社会の中で役割を持って活動的に暮らしている」
・住民主体の通いの場やボランティア活動の
立ち上げと活動継続への支援
・就労支援、移動支援

「高齢者が住み慣れた地域の中で
 いきいきと暮らしている」
・元気あっぷ教室の利用促進
・地域の実情やニーズに応じた
 介護予防教室の実施

社会参加の視点

介護予防・生活支援の視点

介護が必要になっても住み慣れた地域で
安心して生活するためのビジョン
要介護者が住み慣れた地域で安心して自らの
意思で望む暮らしができている

「住み慣れた地域で安心して自らの意思で望む暮らしができている」
・在宅医療・介護の一体的提供
・認知症の早期発見・早期対応に向けた支援体制の構築

「支え合いながら安心して介護ができ仕事も続けられている」
・仕事と介護の両立に向けた相談支援

ご本人の視点

ご家族の視点

「必要なサービスが確保できている」
・介護人材の確保と定着
・介護ロボットやICTの導入

サービス提供体制の視点

日常生活圏域
（おおむね中学校区）

地域包括支援センター（市内14か所）地域包括支援センター（市内14か所）

在宅医療・介護連携室「ポピー」

・かかりつけ医
・かかりつけ歯科医
・かかりつけ薬局　等

介
護
予
防

生
活
支
援

介
護
予
防

生
活
支
援

・自治会・地区社協・福祉協力員
・民生委員・老人クラブ・民間企業
・元気あっぷ教室
・地域支え合いボランティア　等

・自宅
・有料老人ホーム　等

・自宅で受けられるサービス
（ホームヘルプ、デイサービス、ショートステイ、
 24時間対応の定期巡回随時対応型サービス　等）
・施設で受けられるサービス
（特別養護老人ホーム、認知症グループホーム　等）

認知症の方を支援します
・おれんじサポートチーム
・認知症サポーター
・成年後見センター　等介護等の相談や、その方に

合ったサービスの調整を
行います 地域の困りごとを把握し、

支援の見える化を行います

・地域包括支援センター、ケアマネジャー
・福祉まるごと相談員

・生活支援コーディネーター
・基幹型地域包括支援センター

住
ま
い
住
ま
い

医
療
医
療

介
護
介
護

担い手としても
参加

高齢者単身世帯、高齢者夫婦のみの世帯がさらに増加します。
③高齢者の世帯構造の変化

全世帯に占める高齢者単身世帯・高齢者夫婦のみ世帯の割合
高齢者夫婦のみ世帯 高齢者単身世帯

12.2%

19.5%

0（人）

40,000

30,000

20,000

10,000

平成12年
（2000年）

6622

4356
平成27年
（2005年）

10582

8958

令和7年
（2025年）

12943

13121

令和22年
（2040年）

14260

18811

30％

20％

10％

0％

27.6%27.6%

24.2%24.2%

認知症高齢者の割合がさらに増加します。
④認知症高齢者の状況

全高齢者に占める認知症高齢者の割合推計数

約17% 約17.5%

0（人）

25,000

20,000

15,000

5,000

10,000

平成27年度
（2005年度）

約1.2万人

令和３年度
（2021年度）

令和7年度
（2025年度）

約1.3万人 約1.4万人

令和22年度
（2040年度）

約1.5万人

20％

10％

0％

約20%約20%
約18%約18%

８５歳以上人口の増加に伴い、介護を必要とする方が
増加します。

②認定者数の推移
特に、医療や介護の必要性が高まる８５歳以上人口が増加します。

今後高齢化がさらに進行し、8050世帯※1、ダブルケア※2、社会的孤立といった複合化・複雑化した課題が増加することが
予想されます。

①高齢者人口の推移

～74歳 75～84歳 85歳～ 高齢化率

　山形市高齢者保健福祉計画は、令和3年度から令和5年度までの3年間を計画期間として、高齢者保健
福祉施策や介護保険料等を定めたものです。
　この計画を通して、これからも高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を送ることができ、一人一人が
生きがいや役割を持ち、助け合いながら暮らしていくことのできる地域共生社会の実現を目指します。
　計画で目指す未来像の達成には、市民の皆さんと一丸となって取り組むことが重要です。このため、市
内３０地区の実情やニーズに応じた具体的な取り組みについて、皆さんと直接お話をする機会を設けます
（詳しい日程等が決まりましたら、改めて広報やまがた等でお知らせします）。

山形市では、地域包括ケアシステムの確立と介護保険制度の持続可能性の確保に向けた取り組みを進めます。
また、市民一人一人が現状を正しく理解し、主体的に介護予防、生活支援といった取り組みを進めていくことが望まれます。

問 長寿支援課 ☎内線６５３ ・ 介護保険課 ☎内線８４８

山形市高齢者保健福祉計画
　　  （第８期介護保険事業計画）を策定
山形市高齢者保健福祉計画
　　  （第８期介護保険事業計画）を策定

山形市の高齢者の現状～２０２５年、２０４０年を見据えて～

要介護5要介護3 要介護4
要支援１ 要支援2 要介護1 要介護2

認定率

（人）

80,000

60,000

40,000

20,000

令和２年度
（2020年度）

72,322

令和５年度
（2023年度）

73,283

令和７年度
（2025年度）

73,734

令和２２年度
（2040年度）

73,494

0

40％

30％

20％

10％

0％

14,120

24,034

34,168

14,861

25,253

33,169

15,033

27,680

31,021

18,523

24,406

30,565

30.6%30.6%29.6%29.6%

36.4%36.4%

31.3%31.3%

令和5年度
（2023年度）

1,102
1,397

2,542

2,763

1,908

1,668
1,265

令和７年度
（2025年度）

令和22年度
（2040年度）

1,127
1,427

2,603

1,952

1,712
1,291

1,201
1,556

2,895

3,168

2,203

1,949

令和２年度
（2020年度）

1,118
1,3751,375

2,435

2,507

1,796

1,584
1,085

20%

19%

16%

17%

18%

16,000

14,000

12,000

（人）0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

19.8%19.8%

17.6%17.6%

16.5%16.5%

17.3%17.3%

2,8262,826

1,4411,441

山形市が目指す地域包括ケアシステム※の姿山形市が目指す地域包括ケアシステム※の姿

※1 8050世帯…80歳代の親と50歳代の引きこもり等の子どもが同居する世帯
※2 ダブルケア…子育てをしながら親の介護を行うなど、2つ以上のケアを同時に行うこと

医療介護の連携医療介護の連携
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我が事・丸ごとの地域共生社会の実現・2040年への備え

相談業務・サービスのコーディネート相談業務・サービスのコーディネート 自立支援に向けた地域づくり自立支援に向けた地域づくり

新たに、基本理念を踏まえた高齢者の未来像をビジョンとして掲げます。
また、ビジョンの達成に向けて具体的な取り組みを進めます。

※多様な関係者が連携・協働しながら、医療、介護、予防、住まいおよび自立した日常生活の支援が、住み慣れた地域で包括的に提供される仕組み

地域共生社会の実現に向けた地域包括ケアシステムの確立
～自らの能力を生かしながら、住み慣れた地域でともに支え合い、健やかに生きがいを持って暮らせるまちづくり～

基本理念

ビジョン

目　標

計画全体の目標  要介護・要支援認定を受けずに健康に生活している高齢者の割合（８４．１％）を維持・増加

上記ビジョンの達成に向けて以下の目標を設定します。
この他、具体的な取り組みに関する目標を設定し、毎年度進捗状況を確認し、評価します。

健やかに生きがいを持って生活するためのビジョン

高齢者が自らの能力を生かしながら、住み慣れた
地域で支え合い、いきいきとした暮らしができている

「高齢者が社会の中で役割を持って活動的に暮らしている」
・住民主体の通いの場やボランティア活動の
立ち上げと活動継続への支援
・就労支援、移動支援

「高齢者が住み慣れた地域の中で
 いきいきと暮らしている」
・元気あっぷ教室の利用促進
・地域の実情やニーズに応じた
 介護予防教室の実施

社会参加の視点

介護予防・生活支援の視点

介護が必要になっても住み慣れた地域で
安心して生活するためのビジョン
要介護者が住み慣れた地域で安心して自らの
意思で望む暮らしができている

「住み慣れた地域で安心して自らの意思で望む暮らしができている」
・在宅医療・介護の一体的提供
・認知症の早期発見・早期対応に向けた支援体制の構築

「支え合いながら安心して介護ができ仕事も続けられている」
・仕事と介護の両立に向けた相談支援

ご本人の視点

ご家族の視点

「必要なサービスが確保できている」
・介護人材の確保と定着
・介護ロボットやICTの導入

サービス提供体制の視点

日常生活圏域
（おおむね中学校区）

地域包括支援センター（市内14か所）地域包括支援センター（市内14か所）

在宅医療・介護連携室「ポピー」

・かかりつけ医
・かかりつけ歯科医
・かかりつけ薬局　等
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活
支
援

介
護
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活
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援

・自治会・地区社協・福祉協力員
・民生委員・老人クラブ・民間企業
・元気あっぷ教室
・地域支え合いボランティア　等

・自宅
・有料老人ホーム　等

・自宅で受けられるサービス
（ホームヘルプ、デイサービス、ショートステイ、
 24時間対応の定期巡回随時対応型サービス　等）
・施設で受けられるサービス
（特別養護老人ホーム、認知症グループホーム　等）

認知症の方を支援します
・おれんじサポートチーム
・認知症サポーター
・成年後見センター　等介護等の相談や、その方に

合ったサービスの調整を
行います 地域の困りごとを把握し、

支援の見える化を行います

・地域包括支援センター、ケアマネジャー
・福祉まるごと相談員

・生活支援コーディネーター
・基幹型地域包括支援センター

住
ま
い
住
ま
い

医
療
医
療

介
護
介
護

担い手としても
参加

高齢者単身世帯、高齢者夫婦のみの世帯がさらに増加します。
③高齢者の世帯構造の変化

全世帯に占める高齢者単身世帯・高齢者夫婦のみ世帯の割合
高齢者夫婦のみ世帯 高齢者単身世帯

12.2%

19.5%
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14260

18811

30％

20％

10％

0％

27.6%27.6%

24.2%24.2%

認知症高齢者の割合がさらに増加します。
④認知症高齢者の状況

全高齢者に占める認知症高齢者の割合推計数

約17% 約17.5%
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20,000

15,000

5,000
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平成27年度
（2005年度）

約1.2万人

令和３年度
（2021年度）
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（2025年度）

約1.3万人 約1.4万人

令和22年度
（2040年度）

約1.5万人

20％

10％

0％

約20%約20%
約18%約18%

８５歳以上人口の増加に伴い、介護を必要とする方が
増加します。

②認定者数の推移
特に、医療や介護の必要性が高まる８５歳以上人口が増加します。

今後高齢化がさらに進行し、8050世帯※1、ダブルケア※2、社会的孤立といった複合化・複雑化した課題が増加することが
予想されます。

①高齢者人口の推移

～74歳 75～84歳 85歳～ 高齢化率

　山形市高齢者保健福祉計画は、令和3年度から令和5年度までの3年間を計画期間として、高齢者保健
福祉施策や介護保険料等を定めたものです。
　この計画を通して、これからも高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を送ることができ、一人一人が
生きがいや役割を持ち、助け合いながら暮らしていくことのできる地域共生社会の実現を目指します。
　計画で目指す未来像の達成には、市民の皆さんと一丸となって取り組むことが重要です。このため、市
内３０地区の実情やニーズに応じた具体的な取り組みについて、皆さんと直接お話をする機会を設けます
（詳しい日程等が決まりましたら、改めて広報やまがた等でお知らせします）。

山形市では、地域包括ケアシステムの確立と介護保険制度の持続可能性の確保に向けた取り組みを進めます。
また、市民一人一人が現状を正しく理解し、主体的に介護予防、生活支援といった取り組みを進めていくことが望まれます。

問 長寿支援課 ☎内線６５３ ・ 介護保険課 ☎内線８４８

山形市高齢者保健福祉計画
　　  （第８期介護保険事業計画）を策定
山形市高齢者保健福祉計画
　　  （第８期介護保険事業計画）を策定

山形市の高齢者の現状～２０２５年、２０４０年を見据えて～

要介護5要介護3 要介護4
要支援１ 要支援2 要介護1 要介護2

認定率

（人）
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1,291
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令和２年度
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1,3751,375
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2,8262,826

1,4411,441

山形市が目指す地域包括ケアシステム※の姿山形市が目指す地域包括ケアシステム※の姿

※1 8050世帯…80歳代の親と50歳代の引きこもり等の子どもが同居する世帯
※2 ダブルケア…子育てをしながら親の介護を行うなど、2つ以上のケアを同時に行うこと

医療介護の連携医療介護の連携
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Ⅰ  地域包括ケアシステムの確立

○令和３年度～５年度の第一号被保険者保険料
改正後

第１段階
基準額×0.30 20,800円（1,734円）

本人の前年中の合計所得
金額と課税対象年金収入
金額の合計額が

本人の前年中の合計所得
金額と課税対象年金収入
金額の合計額が　

生活保護受給者

老齢福祉年金を受給している方

第１段階、第２段階に該当しない方

第2段階
基準額×0.50 34,800円（2,900円）

第3段階
基準額×0.70 48,700円（4,059円）

第4段階
基準額×0.85 59,100円（4,925円）

第5段階
基準額 69,600円（5,800円）

第6段階
基準額×1.20 83,500円（6,959円）

第7段階
基準額×1.30 90,400円（7,534円）

第8段階
基準額×1.50 104,400円（8,700円）

第9段階
基準額×1.70 118,300円（9,859円）

第１0段階
基準額×1.80 125,200円（10,434円）400万円以上600万円未満の方

320万円以上400万円未満の方

210万円以上320万円未満の方

120万円以上210万円未満の方

120万円未満の方

80万円を超える方 

80万円以下の方

80万円以下の方

120万円以下の方

第１1段階
基準額×1.90 132,200円（11,017円）

本人の前年中の
合計所得金額が

600万円以上の方

段階 保険料(月額換算)対象となる方

Ⅱ  介護保険制度の運営

・高齢者の身近な総合相談窓口である市内１４カ所の
地域包括支援センターの体制を強化します。
・障がい福祉や生活困窮等の相談にも対応できるよう、
「我が事・丸ごと」の取り組みを基盤として、関係機関
の連携を強化します。

❶ 地域包括支援センターによる支援体制の強化

・元気あっぷ教室の利用促進や住民主体の通いの場
への支援など介護予防の取り組みを進めます。
・生活支援コーディネーターを中心として、住民、地
域関係者、ボランティア団体、民間企業等の多様な
主体による支え合いを強化します。

❷ 介護予防・生活支援・地域づくりの推進

・医療と介護の両方を必要とする状態であっても、
住み慣れた地域で安心して自らの意思で望む暮ら
しができるよう、研修等による医療・介護関係者
の連携促進、将来の備え（在宅療養や人生会議
（ACP）等）についての周知啓発等を進めます。

❸ 医療と介護の連携推進

・「認知症にやさしい地域づくり」を目指し、おれんじサ
ポートチームを中心として地域全体で認知症の正しい
知識を持ち、見守りができる体制を構築します。
・医療・介護関係者、地区関係者、民間企業等のそれぞれ
の役割に応じた本人・家族への支援体制を構築します。

❹ 認知症施策の総合的な推進

・必要な介護サービスを安定的に提供していくため、
介護現場の革新に向けて、介護の魅力発信や高齢
者の雇用促進等による介護人材の確保・定着、ロ
ボット・ＩＣＴ等の導入促進等による生産性向上等に
取り組みます。

❺ 介護現場の革新

・特別養護老人ホーム30床程度、認知症高齢者グ
ループホーム18床、定期巡回随時対応型訪問介護
看護1事業所を整備するとともに、指導監督を通じ
て介護サービスの質の向上を図ります。
・高齢者の希望や状況に応じた居住支援を進めます。

❻ 介護サービスの基盤整備と高齢者向け住まいの確保

・成年後見制度の利用促進に向けて、成年後見セン
ターを中心として、周知広報、相談対応、成年後見人
等への報酬助成を行います。
・高齢者虐待を防止し、虐待を受けた高齢者や養護者
への適切な支援を行うため、研修や協議会の開催等
を通じて関係機関の連携を強化します。

❼ 権利擁護

・申請から認定決定までの期間を短くしていきます。
・申請手続きが、スマホ・パソコンからできるようになります。

❶ 要介護認定体制の確保

・保険料は、負担能力に応じて所得段階別に設定します。
・未納による将来の給付制限を防止するため、丁寧な納付相談を行います。

❸ 保険料の公平化

・介護サービス利用者に、介護給付費通知を毎年度
送付します。ぜひ内容をご確認ください。

❷ 介護給付の適正化

・負担割合は、利用者本人の所得に応じ、1割・2割・3割のいずれかに設定します。
・一定の所得や資産のある方は負担軽減の要件が一部厳しくなり、軽減額も見直します。

❹ 利用者負担の公平化

・利用者負担を軽減する制度の周知に努め、利用促進を図ります。

❺ 利用者負担の軽減

・地区の交通事情や高齢者のニーズに応じて、バス、
タクシー、地域住民による移動支援等の多様な移動
手段を確保します。
・住民やさまざまな機関による包括的な見守り体制
づくりを進めるとともに、災害や感染症に対する備
えを市民、事業者、行政が一体となって行います。

❽ 安全・安心な暮らしができる環境づくり

施策の展開第８期介護保険事業計画の
介護給付費等の見込み額

６５歳以上の方(第１号被保険者)の介護保険料

○令和３年度の介護保険料の通知
令和２年中の本人の年金収入および所得状況等、世帯全員の市民税の課税状況を基に段階別に算定し、今年の７月中旬に決定通知
書を送付します。今年６月以降の特別徴収（年金からの差引き）の仮徴収額が変更になる方は、５月下旬にも通知します。

第８期介護保険事業計画（令和３年度～５年度）にお
ける介護サービスに要する給付費等の費用額は、介
護サービスの需要がますます増えることが予想され
ることから、総額７１４億２千万円を見込んでいます。

６５歳以上の方(第１号被保険者)の保険料基準額は、これから３年間（令和３年度～５年度）の介護サービス費用を賄う
ために次のとおり算出しました。算出に当たっては、介護給付基金から７億４千万円を取り崩す計画とし、保険料の上
昇を抑えました。

介護保険料基準額

（月額換算５，８００円）
６９，６００円年額

基準額 ＝
山形市の介護給付費等のうち
６５歳以上の方の負担分

山形市の６５歳以上の方の人数

給付費等の費用見込み額
（総額 714億2千万円）

令和3年度

231億8千万円

令和4年度

238億9千万円

令和5年度

243億5千万円

本
人
市
民
税
非
課
税

本
人
市
民
税
課
税

世
帯

市
民
税
非
課
税

世
帯

市
民
税
課
税
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「我が事・丸ごと」の取り組みを基盤として、関係機関
の連携を強化します。

❶ 地域包括支援センターによる支援体制の強化

・元気あっぷ教室の利用促進や住民主体の通いの場
への支援など介護予防の取り組みを進めます。
・生活支援コーディネーターを中心として、住民、地
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主体による支え合いを強化します。

❷ 介護予防・生活支援・地域づくりの推進

・医療と介護の両方を必要とする状態であっても、
住み慣れた地域で安心して自らの意思で望む暮ら
しができるよう、研修等による医療・介護関係者
の連携促進、将来の備え（在宅療養や人生会議
（ACP）等）についての周知啓発等を進めます。

❸ 医療と介護の連携推進

・「認知症にやさしい地域づくり」を目指し、おれんじサ
ポートチームを中心として地域全体で認知症の正しい
知識を持ち、見守りができる体制を構築します。
・医療・介護関係者、地区関係者、民間企業等のそれぞれ
の役割に応じた本人・家族への支援体制を構築します。

❹ 認知症施策の総合的な推進

・必要な介護サービスを安定的に提供していくため、
介護現場の革新に向けて、介護の魅力発信や高齢
者の雇用促進等による介護人材の確保・定着、ロ
ボット・ＩＣＴ等の導入促進等による生産性向上等に
取り組みます。

❺ 介護現場の革新

・特別養護老人ホーム30床程度、認知症高齢者グ
ループホーム18床、定期巡回随時対応型訪問介護
看護1事業所を整備するとともに、指導監督を通じ
て介護サービスの質の向上を図ります。
・高齢者の希望や状況に応じた居住支援を進めます。

❻ 介護サービスの基盤整備と高齢者向け住まいの確保

・成年後見制度の利用促進に向けて、成年後見セン
ターを中心として、周知広報、相談対応、成年後見人
等への報酬助成を行います。
・高齢者虐待を防止し、虐待を受けた高齢者や養護者
への適切な支援を行うため、研修や協議会の開催等
を通じて関係機関の連携を強化します。

❼ 権利擁護

・申請から認定決定までの期間を短くしていきます。
・申請手続きが、スマホ・パソコンからできるようになります。

❶ 要介護認定体制の確保

・保険料は、負担能力に応じて所得段階別に設定します。
・未納による将来の給付制限を防止するため、丁寧な納付相談を行います。

❸ 保険料の公平化

・介護サービス利用者に、介護給付費通知を毎年度
送付します。ぜひ内容をご確認ください。

❷ 介護給付の適正化

・負担割合は、利用者本人の所得に応じ、1割・2割・3割のいずれかに設定します。
・一定の所得や資産のある方は負担軽減の要件が一部厳しくなり、軽減額も見直します。

❹ 利用者負担の公平化

・利用者負担を軽減する制度の周知に努め、利用促進を図ります。

❺ 利用者負担の軽減

・地区の交通事情や高齢者のニーズに応じて、バス、
タクシー、地域住民による移動支援等の多様な移動
手段を確保します。
・住民やさまざまな機関による包括的な見守り体制
づくりを進めるとともに、災害や感染症に対する備
えを市民、事業者、行政が一体となって行います。

❽ 安全・安心な暮らしができる環境づくり

施策の展開第８期介護保険事業計画の
介護給付費等の見込み額

６５歳以上の方(第１号被保険者)の介護保険料

○令和３年度の介護保険料の通知
令和２年中の本人の年金収入および所得状況等、世帯全員の市民税の課税状況を基に段階別に算定し、今年の７月中旬に決定通知
書を送付します。今年６月以降の特別徴収（年金からの差引き）の仮徴収額が変更になる方は、５月下旬にも通知します。

第８期介護保険事業計画（令和３年度～５年度）にお
ける介護サービスに要する給付費等の費用額は、介
護サービスの需要がますます増えることが予想され
ることから、総額７１４億２千万円を見込んでいます。

６５歳以上の方(第１号被保険者)の保険料基準額は、これから３年間（令和３年度～５年度）の介護サービス費用を賄う
ために次のとおり算出しました。算出に当たっては、介護給付基金から７億４千万円を取り崩す計画とし、保険料の上
昇を抑えました。

介護保険料基準額

（月額換算５，８００円）
６９，６００円年額

基準額 ＝
山形市の介護給付費等のうち
６５歳以上の方の負担分

山形市の６５歳以上の方の人数

給付費等の費用見込み額
（総額 714億2千万円）

令和3年度

231億8千万円

令和4年度

238億9千万円

令和5年度

243億5千万円

本
人
市
民
税
非
課
税

本
人
市
民
税
課
税

世
帯

市
民
税
非
課
税

世
帯

市
民
税
課
税
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今
年
は
静
か
に
お
花
見
を

昨
年
は
、
桜
の
季
節
に
公
園
内
を
閉
鎖
し

た
霞
城
公
園
で
す
が
、「
桜
を
見
て
気
持
ち

を
明
る
く
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、

今
年
は
マ
ス
ク
の
着
用
、
飲
食
や
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
設
置
の
禁
止
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
開
放

し
ま
し
た
。

例
年
、
花
見
を
す
る
人
で

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
園
内
で

は
、
混
雑
回
避
を
呼
び
掛
け
、
二
ノ
丸
土

塁
上
を
一
方
通
行
に
し
、
皆
さ
ん
に
静
か

に
桜
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
た
ち
と「
夢
」の
よ
う
な
ト
ー
ク
が
実
現
！

3
月
10
日
、
山
形
大
学
附
属
小
学
校
で
開

催
し
た
「
サ
モ
ア
カ
フ
ェ
2
0
2
0
」。
同

校
卒
業
生
の
岡
澤
セ
オ
ン
選
手
を
は
じ
め
、

サ
モ
ア
陸
上
・
円
盤
投
げ
の
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
選
手
、
サ
モ
ア
大
使
ら
が
国
内
外
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、
児
童
と
「
夢
」
に

ち
な
ん
だ
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

同
校
の
5
年
生
も
ア
バ
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
て
参
加
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
世
界
と
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
、
未
来
へ
の
夢
が
膨
ら
む

素
晴
ら
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
の

様
子
は
動
画
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
経
済
の
活
性
化
へ

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
売
り
上
げ
を
増
や
す

た
め
の
相
談
に
応
じ
、
よ
り
良
い
方
法
を
一

緒
に
考
え
る
「
山
形
市
売
上
増
進
支
援
セ
ン

タ
ー
Yワ
イ

ビ

ズ

-

b
i
z
」
の
運
営
事
業
に
対
し
て
、

株
式
会
社
タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン
東
北
様
、
株
式

会
社
ソ
リ
ト
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
様
よ
り
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
地
域
経
済
の
発
展
に
結
び
つ
け
ら
れ
る

よ
う
有
効
に
活
用
し
た
い
」
と
、
市
長
か
ら

株
式
会
社
タ
カ
ラ
レ
ー
ベ
ン
東
北
の
原
社
長

様
、
株
式
会
社
ソ
リ
ト
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
の
鎌

田
社
長
様
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

▲㈱タカラレーベン東北　原社長

⬅ 動画はこちら

▲㈱ソリトンシステムズ　鎌田社長
　（東京事務所長より伝達）
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や
ま
が
た

Ａ
Ｉ
部

やまがたAI甲子園 山形西高校が三冠

▲左から兼子留衣さん、梅津花菜さん、奥山真生さん

今
号
で
は
、
全
国
初
の
「
Ａ
Ｉ
甲
子

園
」
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
山
形
西
高

校
の
兼
子
留
衣
さ
ん
（
3
年
生
）、
梅
津

花
菜
さ
ん
（
3
年
生
）、
奥
山
真
生
さ
ん

（
2
年
生
）
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て

き
ま
し
た
。

ま
が
た
A
I
部
」は
、山
形
県
の
高

校
生
に
A
I（
人
工
知
能
）を
学
ぶ

場
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、金

型
メ
ー
カ
ー
I
B
U
K
I（
河
北
町
）の
松

本
晋
一
社
長
が
中
心
に
な
り
設
立
さ
れ
ま

し
た
。令
和
2
年
8
月
か
ら
活
動
が
始
ま

り
、昨
年
度
は
、山
形
県
内
の
11
校
の
高
校

生
60
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

や
ま
が
た
A
I
部
の
活
動
に
参
加
し
た

理
由
を
尋
ね
る
と
、「
A
I
を
学
ぶ
こ
と

で
、
興
味
が
あ
る
新
薬
の
開
発
の
勉
強
に

生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
」「
ニ
ュ
ー
ス
や

雑
誌
を
見
て
A
I
そ
の
も
の
に
興
味
を
持

ち
、
A
I
の
開
発
に
携
わ
っ
て
み
た
い
と

思
っ
た
」「
A
I
の
知
識
は
は
ど
の
業
界

で
も
生
か
せ
る
、挑
戦
し
て
み
た
ら
い
い
、

と
い
う
い
と
こ
の
言
葉
に
後
押
し
さ
れ

A
I
を
学
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
」
と
さ

ま
ざ
ま
。

「
活
動
は
主
に
放
課
後
の
時
間
で
、A
I

の
概
要
を
学
ぶ
講
義
を
受
け
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
、実
際
に「
ゆ
で
卵
の
固
さ
予
測

A
I
」を
作
る
実
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

活
動
の
後
半
は
、年
度
末
に
開
催
さ
れ
る

「
A
I
甲
子
園
」出
場
に
向
け
、運
動
部
の

強
化
を
目
指
す「
ス
ポ
ー
ツ
A
I
」、か
ん

な
が
け
の
上
達
を
目
指
す「
も
の
づ
く
り

A
I
」の
２
分
野
に
分
か
れ
て
、各
校
の
高

校
生
が
一
か
ら
A
I
を
開
発
す
る
こ
と
に

挑
戦
し
ま
し
た
。山
形
西
高
校
は
、も
の
づ

く
り
分
野
を
選
択
。A
I
構
築
、デ
ー
タ
の

採
取
、実
証
の
一
連
の
流
れ
を
、A
I
の
精

度
が
上
が
る
ま
で
何
度
も
何
度
も
繰
り
返

し
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
A
I
甲
子
園
の
共
通
課
題
で
あ

る
「
天
気
予
想
A
I
」
の
開
発
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。一
番
苦
労
し
た
こ
と
は
、

過
去
10
年
分
の
天
気
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
読

み
込
ま
せ
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
す

る
作
業
。
時
間
を
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

時
間
を
か
け
て
何
度
も
実
証
を
繰
り

返
し
、
自
分
た
ち
の
力
で
納
得
で
き
る
結

果
が
よ
う
や
く
出
た
と
き
に
は
、
大
き
な

達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
令
和
3
年
3
月
７
日
、
11
校
の

高
校
が
活
動
の
成
果
を
発
表
し
合
う
、
全

国
初
の
「
A
I
甲
子
園
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
高
校
が
開
発
の
方
法
や
試
行
で

得
ら
れ
た
結
果
を
発
表
し
合
い
、
山
形
西

高
校
は
見
事
に
最
優
秀
賞
、
選
択
課
題
の

「
も
の
づ
く
り
賞
」、
高
校
生
が
選
ぶ
「
高

校
生
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
部
の
約
半
年
間
の
活
動
を
終
え
て

の
感
想
を
聞
く
と
「
や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
部
の

活
動
を
通
し
て
身
に
付
け
た
情
報
化
社
会

に
適
応
す
る
力
を
生
か
し
て
い
き
た
い
」

「
企
業
の
Ａ
Ｉ
開
発
部
に
入
っ
て
社
会
の

た
め
に
な
る
Ａ
Ｉ
を
開
発
す
る
と
い
う
夢

が
で
き
た
」「
今
年
も
や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
部

の
活
動
を
続
け
、
大
学
で
も
Ａ
Ｉ
を
探
求

し
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
く
大

き
な
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

未
来
を
変
え
る
高
校
生
た
ち
の
活
動

に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

や
い

ぶ

き

し
ん
か
ず

「

る  い か  な ま  お

山
形
西
高
校
の
皆
さ
ん
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
観
覧
方
法

6
月
6
日
㈰
、
山
寺
と
中
心
市
街
地
の
２
カ

所
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
走
行
し

ま
す
。
山
形
市
で
は
山
寺
・
中
心
市
街
地
そ
れ

ぞ
れ
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
セ
レ
モ
ニ
ー

は
関
係
者
の
み
で
開
催
し
、
一
般
観
覧
の
募
集

は
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
ゴ
ー
ル
地

点
で
実
施
予
定
の
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
は
県
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。
な
お
、
聖

火
リ
レ
ー
の
模
様
を
沿
道
で
ご
観
覧
い
た
だ
く

こ
と
は
可
能
で
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
聖
火
リ

レ
ー
専
用
サ
イ
ト
で
も
生
中
継
で
配
信
さ
れ
ま

す
の
で
、
沿
道
で
の
密
集
を
避
け
る
た
め
に
も

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
感
染
症
の
拡
大
状
況

に
よ
っ
て
は
、
聖
火
リ
レ
ー
の
実
施
内
容
が
大

幅
に
変
更
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
０
）

市
立
図
書
館
特
別
整
理
休
館

　
蔵
書
点
検
の
た
め
、本
館
お
よ
び
全
分
館（
中

央
、
東
部
、
北
部
、
霞
城
）
を
休
館
し
ま
す
。

■時
5
月
11
日
㈫
〜
20
日
㈭

※
期
間
中
は
、
返
却
ポ
ス
ト
へ
の
返
却
を
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

■問
市
立
図
書
館
（
☎
6
2
4-

0
8
2
2
）

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
中
で
福
祉

に
関
す
る
相
談
・
支
援
を
行
い
、
相
談
者
と
関

係
機
関
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。
福
祉

に
関
す
る
お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

居
住
地
区
の
民
生
委
員
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

生
活
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■問
生
活
福
祉
課
（
☎
内
線
5
8
7
）

▲NHK聖火リレー専用サイト

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ

タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す

■内
タ
ク
シ
ー
券
2
万
円
分
（
1
人
1
回
。
交

付
日
か
ら
1
年
間
利
用
可
）

■対
申
請
時
、
1
年
以
内
に
運
転
免
許
を
自

主
返
納
し
た
70
歳
以
上
の
方
で
、
シ
ル

バ
ー
3
カ
月
定
期
券
、
高
齢
者
移
送
サ
ー

ビ
ス
利
用
券
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
補

助
を
受
け
て
い
な
い
方

■申
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書
を
持
参
の

上
、
市
役
所
2
階
長
寿
支
援
課
へ

■問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
5
6
6
）

シ
ル
バ
ー
定
期
券
購
入
費
補
助

　

山
交
バ
ス
株
式
会
社
が
販
売
す
る
「
シ
ル

バ
ー
3
カ
月
定
期
券
（
3
万
円
）」
を
購
入

す
る
費
用
に
つ
い
て
、
70
〜
74
歳
の
方
は

2
万
1
千
円
（
自
己
負
担
9
千
円
）、
75
歳
以

上
の
方
は
2
万
4
千
円
（
自
己
負
担
6
千
円
）、

運
転
免
許
証
返
納
者
の
方
は
3
万
円
（
自
己
負

担
無
し
）、
そ
れ
ぞ
れ
助
成
し
ま
す
。
運
転
免

許
証
返
納
者
の
方
は
、
最
初
の
購
入
日
か
ら
1

年
間
4
回
ま
で
可
。

■対
申
請
時
、
70
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
自
主
返
納
者
タ
ク
シ
ー
券
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
等
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
方

■申
本
人
確
認
書
類
（
保
険
証
等
）、
認
め
印
、

自
己
負
担
額
、
運
転
経
歴
証
明
書
ま
た
は

運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書
（
免
許
返
納

し
た
方
）
を
持
参
の
上
、
山
交
ビ
ル
1
階

山
交
バ
ス
㈱
バ
ス
案
内
セ
ン
タ
ー
へ

■問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
5
6
6
）

「
千
歳
山
」
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

〜
マ
ナ
ー
向
上
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

•
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
自
然
や
施
設
を
大

切
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
山
火
事
の
原
因
に
な
り

ま
す
の
で
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

•
ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
を
使
用
し
て
の
登
山
の
際

は
、登
山
道
保
護
の
た
め
先
端
に
ゴ
ム
キ
ャ
ッ

プ
等
の
保
護
部
品
を
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

※
車
を
ご
利
用
の
方
は
、
千
歳
山
稲
荷
神
社
登

山
口
の
西
側
に
あ
る
「
千
歳
山
自
然
休
養
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
」
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
5
2
8
）

花
と
緑
の
相
談
員

　
庭
木
、
園
芸
、
盆
栽
、
菊
な
ど
に
関
す
る
知

識
に
優
れ
て
い
る
方
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、相
談
員
が
電
話
で
指
導・

助
言
を
行
い
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

電
話
で
公
園
緑
地
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
内
容
に
応
じ
て
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

※
相
談
受
け
付
け
は
、午
前
9
時
〜
午
後
5
時
。

■問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
5
2
8
）

ご
案
内

山形市からの
お知らせ
山形市役所

〒990 8540 旅篭町二丁目3番25号
☎641 1212（代表）

時 とき　所 ところ　内 内容　講 講師等　対 対象・定員　費 費用（無料は記載なし） 持 持ち物　申 申し込み（不要は記載なし） 問 問い合わせ

5
月
5
日
〜
11
日
は
、「
児
童
福
祉
週
間
」

令
和
3
年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

「
あ
た
た
か
い
　
こ
と
ば
が
つ
な
ぐ
　
こ
こ
ろ
の
わ
」

　
児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
、

子
育
て
支
援
情
報
を
中
心
と
し
た
展
示
を
行
い

ま
す
。

■時
・
■所

•
5
月
10
日
㈪
〜
13
日
㈭　

　
市
役
所
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

•
5
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮　

　
児
童
遊
戯
施
設
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば

■問
家
庭
支
援
課
（
☎
内
線
5
7
4
）

「
エ
コ
・
サ
マ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す

　
市
役
所
で
は
地
球
温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

省
資
源
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
５
月
1

日
か
ら
は
、
夏
季
の
取
り
組
み
と
し
て
、
冷
房

使
用
時
の
室
内
温
度
を
28
℃
に
設
定
し
、
上
着

と
ネ
ク
タ
イ
を
外
し
て
業
務
を
行
う
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
は
じ
め
と
し
た「
エ
コ・サ
マ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
行
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
市
の
会
議
な
ど
へ
出
席

さ
れ
る
際
は
軽
装
で
お
越
し
い
た
だ
く
な
ど
、

活
動
に
対
し
て
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■時〈
実
施
期
間
〉
9
月
30
日
㈭
ま
で

■問
環
境
課
（
☎
内
線
6
8
2
）

危
な
い
！
気
を
つ
け
て
！

た
め
池
、
水
路
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　

事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
用
水
路
や
た
め

池
、
沼
の
そ
ば
で
は
子
供
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
み
や
空
き

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■問
農
村
整
備
課
内
山
形
市
農
業
用
水
路
等

安
全
会
議
（
☎
内
線
4
4
0
）

馬
見
ヶ
崎
河
川
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
抽
選
会

（
6
月
分
）

■時
5
月
10
日
㈪
午
後
1
時
30
分
か
ら

■所
市
役
所
9
階
公
園
緑
地
課

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
位
置
図
、
今
後
の
抽
選
会
日
程

等
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
5
3
0
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え（
5
月
分
）

■所
松
見
町
、小
立
一
丁
目
、東
原
町
四
丁
目
、

印
役
町
四
丁
目
、
南
原
町
三
丁
目

■問
上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
6
4
5-

1
1
7
7
）

補　
助

生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
補
助

■内〈
補
助
金
額
〉購
入
価
格（
消
費
税
を
含
む
）

の
2
分
の
1
（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨

て
）
ま
た
は
次
の
上
限
額

　
〈
補
助
上
限
額
〉

•
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
（
バ
イ
オ
式
、
乾

燥
式
）
…
3
万
円

•
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
容
器

（
2
個
1
組
）
…
3
千
円

※
資
材
（
ボ
カ
シ
・
木
材
チ
ッ
プ
等
）
は
補
助

対
象
外
で
す
。

■対
平
成
23
年
度
以
降
に
購
入
補
助
を
利
用

し
て
い
な
い
世
帯

■申
購
入
前
に
、
指
定
販
売
店
ま
た
は
市
役

所
10
階
ご
み
減
量
推
進
課
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
申
し
込
み
用
は
が
き
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

■問
ご
み
減
量
推
進
課
（
☎
内
線
6
9
9
）

省
エ
ネ
健
康
促
進
住
宅
補
助

　
省
エ
ネ
（
高
断
熱・高
気
密
）
住
宅
の
新
築・

購
入
を
支
援
し
ま
す
。

■内〈
補
助
金
額
〉
１
戸
当
た
り
30
万
円
（
移

住
者
加
算
制
度
あ
り
）

５月の花ごよみ
■問 野草園（☎634-4120）

•上旬 ミヤマカスミザクラ
 カスミザクラ
 アズマシャクナゲ
 シラネアオイ ‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 ヤマツツジ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 オキナグサ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 オサバグサ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
•中旬 ミヤマザクラ
 ミツガシワ
 ヤマシャクヤク
 クマガイソウ ‥‥‥‥‥‥ ～下旬
 サクラソウ ‥‥‥‥‥‥‥ ～下旬
 ヒメシャガ ‥‥‥‥‥‥‥ ～下旬
 クリンソウ ‥‥‥‥‥‥‥ ～６月中旬
 ヒメカイウ ‥‥‥‥‥‥‥ ～６月下旬
•下旬 エビネ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ～６月上旬

◎ 世界で野草園だけに自生する桜「ミヤマカスミザ
クラ」が開花します。

※ 開花時期は天候次第で
変わります。詳しくは、
当園までお問い合わせ
ください。 ▲ミヤマカスミザクラ

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、掲載イベント等が中止や延期になる可能性があります。
開催状況については、各イベント等の問い合わせ先に確認してください。

【お願い】イベントに参加される場合は、マスクの着用にご協力ください。

市主催・共催のイベント等
で中止・延期となったもの
については、こちらから→
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5
月
5
日
〜
11
日
は
、「
児
童
福
祉
週
間
」

令
和
3
年
度
児
童
福
祉
週
間
標
語

「
あ
た
た
か
い
　
こ
と
ば
が
つ
な
ぐ
　
こ
こ
ろ
の
わ
」

　
児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
、

子
育
て
支
援
情
報
を
中
心
と
し
た
展
示
を
行
い

ま
す
。

■時
・
■所

• 

5
月
10
日
㈪
〜
13
日
㈭　

　
市
役
所
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

• 

5
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮　

　
児
童
遊
戯
施
設
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば

■問

 

家
庭
支
援
課
（
☎
内
線
5
7
4
）

「
エ
コ
・
サ
マ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す

　
市
役
所
で
は
地
球
温
暖
化
の
要
因
で
あ
る
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

省
資
源
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
５
月
1

日
か
ら
は
、
夏
季
の
取
り
組
み
と
し
て
、
冷
房

使
用
時
の
室
内
温
度
を
28
℃
に
設
定
し
、
上
着

と
ネ
ク
タ
イ
を
外
し
て
業
務
を
行
う
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
は
じ
め
と
し
た「
エ
コ・サ
マ
ー
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
行
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
市
の
会
議
な
ど
へ
出
席

さ
れ
る
際
は
軽
装
で
お
越
し
い
た
だ
く
な
ど
、

活
動
に
対
し
て
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■時〈
実
施
期
間
〉
9
月
30
日
㈭
ま
で

■問

 

環
境
課
（
☎
内
線
6
8
2
）

危
な
い
！
気
を
つ
け
て
！

た
め
池
、
水
路
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

　

事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
用
水
路
や
た
め

池
、
沼
の
そ
ば
で
は
子
供
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
み
や
空
き

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■問

 

農
村
整
備
課
内
山
形
市
農
業
用
水
路
等

安
全
会
議
（
☎
内
線
4
4
0
）

馬
見
ヶ
崎
河
川
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
抽
選
会

（
6
月
分
）

■時
 

5
月
10
日
㈪
午
後
1
時
30
分
か
ら

■所

 
市
役
所
9
階
公
園
緑
地
課

※ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
位
置
図
、
今
後
の
抽
選
会
日
程

等
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■問

 

公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
5
3
0
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え（
5
月
分
）

■所

 

松
見
町
、小
立
一
丁
目
、東
原
町
四
丁
目
、

印
役
町
四
丁
目
、
南
原
町
三
丁
目

■問

 

上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
6
4
5-

1
1
7
7
）

補　
助

生
ご
み
処
理
機
等
の
購
入
補
助

■内〈 

補
助
金
額
〉購
入
価
格（
消
費
税
を
含
む
）

の
2
分
の
1
（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨

て
）
ま
た
は
次
の
上
限
額

　
〈 

補
助
上
限
額
〉

　
• 

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
（
バ
イ
オ
式
、
乾

燥
式
）
…
3
万
円

　
• 

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
容
器

（
2
個
1
組
）
… 

3
千
円

※ 

資
材
（
ボ
カ
シ
・
木
材
チ
ッ
プ
等
）
は
補
助

対
象
外
で
す
。

■対

 

平
成
23
年
度
以
降
に
購
入
補
助
を
利
用

し
て
い
な
い
世
帯

■申

 

購
入
前
に
、
指
定
販
売
店
ま
た
は
市
役

所
10
階
ご
み
減
量
推
進
課
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
申
し
込
み
用
は
が
き
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

■問

 

ご
み
減
量
推
進
課
（
☎
内
線
6
9
9
）

省
エ
ネ
健
康
促
進
住
宅
補
助

　
省
エ
ネ
（
高
断
熱・高
気
密
）
住
宅
の
新
築・

購
入
を
支
援
し
ま
す
。

■内〈 

補
助
金
額
〉
１
戸
当
た
り
30
万
円
（
移

住
者
加
算
制
度
あ
り
）

５月の花ごよみ
■問 野草園（☎634-4120）

•上旬 ミヤマカスミザクラ
 カスミザクラ
 アズマシャクナゲ
 シラネアオイ ‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 ヤマツツジ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 オキナグサ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
 オサバグサ ‥‥‥‥‥‥‥ ～中旬
•中旬 ミヤマザクラ
 ミツガシワ
 ヤマシャクヤク
 クマガイソウ ‥‥‥‥‥‥ ～下旬
 サクラソウ ‥‥‥‥‥‥‥ ～下旬
 ヒメシャガ ‥‥‥‥‥‥‥ ～下旬
 クリンソウ ‥‥‥‥‥‥‥ ～６月中旬
 ヒメカイウ ‥‥‥‥‥‥‥ ～６月下旬
•下旬 エビネ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ～６月上旬

◎ 世界で野草園だけに自生する桜「ミヤマカスミザ
クラ」が開花します。

※ 開花時期は天候次第で
変わります。詳しくは、
当園までお問い合わせ
ください。 ▲ミヤマカスミザクラ

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、掲載イベント等が中止や延期になる可能性があります。
開催状況については、各イベント等の問い合わせ先に確認してください。

【お願い】イベントに参加される場合は、マスクの着用にご協力ください。

市主催・共催のイベント等
で中止・延期となったもの
については、こちらから→
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獣
医
師
・
社
会
福
祉
士
5
人
程
度
、
他
区

分
若
干
名

■対〈 

年
齢
要
件
〉
昭
和
62
年
4
月
2
日
〜
平

成
12
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
、
行

政
（
社
会
人
経
験
者
）・
土
木
（
社
会
人

経
験
者
）
は
昭
和
57
年
4
月
2
日
〜
平

成
6
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
、
獣
医

師
は
昭
和
42
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
、
薬
剤
師
（
保
健
所
業
務
）
は
昭

和
47
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
〈 

資
格
要
件
〉
獣
医
師
、
薬
剤
師
（
保
健
所

業
務
）、
社
会
福
祉
士
は
免
許
ま
た
は
資

格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
令
和
4
年
5
月

ま
で
に
免
許
を
取
得
見
込
み
の
方

■申
5
月
7
日
〜
6
月
3
日

◆
医
療
職
採
用
試
験

〈 

試
験
区
分
〉
薬
剤
師
（
病
院
業
務
）、
看

護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
作
業
療
法
士
、

診
療
情
報
管
理
士

■時〈 

試
験
日
〉
薬
剤
師
（
病
院
業
務
）
6
月

20
日
㈰
、
他
区
分
6
月
27
日
㈰

■所〈 

試
験
会
場
〉
市
立
病
院
済
生
館

■内 〈 

募
集
人
数
〉
薬
剤
師
（
病
院
業
務
）、
臨

床
検
査
技
師
2
人
程
度
、
看
護
師
10
人

程
度
、
他
区
分
若
干
名

■対〈 
年
齢
要
件
〉
薬
剤
師
（
病
院
業
務
）、
臨

床
検
査
技
師
は
昭
和
62
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
、
看
護
師
、
診
療
情

報
管
理
士
は
昭
和
57
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
、
作
業
療
法
士
は
平
成

5
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
〈 

資
格
要
件
〉
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
免
許
ま

た
は
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
令
和
4

年
5
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方

■申

 

5
月
7
日
〜
6
月
3
日

◆
採
用
試
験
等
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

• 

受
験
要
件
、
申
し
込
み
方
法
等
は
、
必
ず
受

験
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
役
所
、
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
等
で
も
配
布
し
ま
す
。

•  

採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
等
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問

 

上
級
職
採
用
試
験
／
職
員
課
（
☎
内
線

2
6
6
）、
医
療
職
採
用
試
験
／
済
生
館

管
理
課
（
☎
6
2
5-

5
5
5
5
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事
業

■対〈
予
定
募
集
戸
数
〉
15
戸
（
抽
選
）

　
〈 

対
象
住
宅
〉
平
成
12
年
5
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
、
平
成
12
年
6
月
1
日
以
降
に

建
築
確
認
申
請
が
必
要
な
増
築
工
事
を

行
っ
て
い
な
い
木
造
在
来
工
法
の
2
階
建

て
以
下
の
戸
建
て
住
宅

　
〈 

申
し
込
み
で
き
る
方
〉
市
税
の
滞
納
が
な

く
、
対
象
住
宅
の
所
有
者
で
、
自
ら
居
住

し
て
い
る
方
、ま
た
は
3
年
以
内
に
売
買
、

贈
与
、
相
続
に
よ
り
住
宅
を
取
得
し
、
居

住
予
定
の
方

■費
1
万
5
千
円
（
振
り
込
み
手
数
料
別
）

　
〈 

補
助
対
象
〉
次
の
全
て
に
該
当
す
る
戸
建

て
住
宅
の
新
築
・
購
入

　
• 
令
和
3
年
4
月
1
日
以
降
に
県
か
ら「
や

ま
が
た
健
康
住
宅
」の
認
証
を
受
け
た
住
宅

　
• 

令
和
3
年
4
月
1
日
以
降
に
新
築
工
事
が

完
了
し
た
住
宅

※ 

中
古
住
宅
の
購
入
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※ 「
や
ま
が
た
健
康
住
宅
」
の
認
証
を
受
け
る

た
め
に
は
、
県
へ
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■対〈 

募
集
戸
数
〉
先
着
20
戸

　
〈 

対
象
者
〉
市
税
に
滞
納
の
無
い
方
で
、
市

内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
補
助
対
象
の

住
宅
を
新
築
・
購
入
す
る
方

■申

 

6
月
1
日
か
ら

※ 

詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問

 

環
境
課
（
☎
内
線
6
7
9
）

在
宅
介
護
支
援
住
宅
改
修
補
助

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
に
適
す
る
住
宅
改
修

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
）
を
行
う
際
に
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■対

 

市
内
に
住
所
・
住
宅
を
有
し
、
次
の
要
件

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
（
1
住

宅
に
つ
き
1
回
、
工
事
着
工
前
の
住
宅
）

　
• 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
の
う

ち
、
前
年
分
の
所
得
額
が
4
0
0
万
円
を

超
え
る
方
が
い
な
い
世
帯

　
• 

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
ま
た
は
要
支

援
認
定
者
が
い
る
世
帯
の
う
ち
、
前
年
分

の
所
得
額
が
4
0
0
万
円
を
超
え
る
方
が

い
な
い
世
帯

　
• 

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

り
、
下
肢
・
体
幹
ま
た
は
脳
原
性
運
動
機

能
障
害
の
個
別
等
級
が
1
〜
3
級
に
認
定

さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

■申

 

6
月
7
日
〜
25
日
に
、
市
役
所
2
階
長

寿
支
援
課
へ

■問

 

長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
5
6
6
）

募　
集

山
形
市
職
員
採
用
試
験

（
令
和
4
年
4
月
1
日
採
用
予
定
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、日
程
等
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
上
級
職
採
用
試
験

〈 

試
験
区
分
〉
行
政
（
障
が
い
者
対
象
、
社

会
人
経
験
者
、
特
別
選
考
を
含
む
）、
土

木
（
社
会
人
経
験
者
を
含
む
）、
建
築
、

機
械
、
林
業
、
保
健
師
、
獣
医
師
、
薬
剤

師
（
保
健
所
業
務
）、
社
会
福
祉
士

■時〈 

試
験
日
〉
6
月
20
日
㈰

■所〈 

試
験
会
場
〉
山
形
市
役
所
ほ
か

■内 〈
募
集
人
数
〉
行
政
15
人
程
度
、
土
木
・

時 とき　所 ところ　内 内容　講 講師等　対 対象・定員　費 費用（無料は記載なし）　持 持ち物　申 申し込み（不要は記載なし）　問 問い合わせ
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1
棟
当
た
り
15
万
7
0
0
円
の
う
ち
負
担

額
を
引
い
た
残
り
を
市
が
負
担

■申

 
5
月
17
日
〜
28
日
に
市
役
所
9
階
建
築

指
導
課
へ

※ 

平
面
図
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
別
途
図
面

作
成
料
が
掛
か
り
ま
す
。

※ 

こ
の
事
業
に
よ
り
実
施
し
た
耐
震
診
断
の
結

果
、
基
準
に
満
た
な
い
住
宅
の
耐
震
改
修
工

事
を
行
う
場
合
に
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■問

 

建
築
指
導
課
（
☎
内
線
4
7
9
）

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
「
ポ
ッ
プ
ス
の
部
」

参
加
者
募
集

　
山
形
市
で
は
、
昭
和
59
年
３
月
に
「
平
和
都

市
宣
言
」
を
採
択
し
て
以
来
、
平
和
を
願
う
市

民
の
方
々
に
よ
っ
て
毎
年「
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
和
と
自
由
を
愛
す
る

人
で
山
形
県
内
の
方
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■時

 

７
月
11
日
㈰
正
午
〜

■所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

■内
１
団
体
に
つ
き
演
奏
時
間
20
分
間

■対

 

15
団
体
程
度
（
プ
ロ
、
ア
マ
問
わ
ず
）

■費

 

音
源（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
）
と
参
加
費
千

円
を
添
え
て

■問
市
民
会
館
（
☎
6
4
2-

3
1
2
1
）

結
婚
相
談
会

■時

 

5
月
18
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
（
正

午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■所

 

市
役
所
10
階
1
0
0
1
会
議
室

■講 「
や
ま
が
た
し
良
縁
隊
」
メ
ン
バ
ー

■内

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
に
よ
る
結
婚
相
談

■対

 

結
婚
を
望
む
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
や

そ
の
家
族
等
先
着
10
人
程
度

■申

 

電
話
で
企
画
調
整
課
へ

■問

 

企
画
調
整
課
（
☎
内
線
2
2
2
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■内〈
募
集
住
宅
〉

　
【 

一
般
向
け
】
飯
塚
ア
パ
ー
ト
2
D
K
（
単

身
可
）
…
1
戸

　
　

 

飯
塚
・
中
桜
田
・
南
ヶ
丘
・
あ
ず
ま
町
・

北
部
・
大
森
・
末
広
・
飯
田
ア
パ
ー
ト

3
D
K
…
各
1
戸

　
【 

高
齢・母
子
家
庭
等
へ
の
割
り
当
て
住
宅
】

大
森
ア
パ
ー
ト
2
D
K
…
1
戸

■申

 

5
月
6
日
〜
18
日
に
、
市
営
住
宅
管
理

セ
ン
タ
ー
へ

※ 

そ
の
他
、
随
時
申
し
込
み
で
き
る
住
宅
も
あ

り
ま
す
。

※ 
申
込
資
格
・
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
営
住
宅

管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問

 

市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
6
7
3-

0
3
0
0
）

山
形
花
笠
太
鼓
打
ち
手
募
集

■時〈 

練
習
日
〉
6
月
10
日
㈭
〜
8
月
2
日
㈪

午
後
7
時
〜
9
時
（
日
曜
日
を
除
く
）

■所〈 

練
習
場
所
〉
山
新
建
装
㈱
、
市
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー

■対〈 

応
募
資
格
〉
花
笠
ま
つ
り
（
8
月
5
日
〜

7
日
）
に
参
加
可
能
で
、
高
校
生
以
上

30
歳
ま
で
の
方

■申

 

山
形
花
笠
太
鼓
事
務
局
（
☎
6
4
1-
6

０
４
４
）
へ

■問
観
光
戦
略
課
（
☎
内
線
４
２
３
）

も
っ
と
知
り
た
い
！

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
見
学
会

　
「
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
」、「
誰
が
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
？
」、「
印

刷
機
や
会
議
室
を
使
い
た
い
」
と
い
う
団
体
に

ス
タ
ッ
フ
が
利
用
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

■時

 

5
月
22
日
㈯
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

■所

 

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー

■講

 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■対

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
N
P
O
に
所
属

し
て
い
る
方
先
着
3
人

■申

 

4
月
17
日
〜
5
月
19
日
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（

６
４
７-

２
２
６
１
）、
E
メ
ー
ル

（center@
yam

agata-npo.jp

）
の

い
ず
れ
か
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

■問

 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
6
4
7-

2
2
6
0
）

博
物
館
実
習
生
募
集

■時

 

8
月
24
日
㈫
〜
29
日
㈰

■対

 

学
生
の
方
先
着
4
人

■申
〈 

募
集
期
間
〉
5
月
17
日
〜
6
月
30
日

※ 

受
講
を
希
望
す
る
学
生
は
、
野
草
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、「
山
形
市
野

草
園　
博
物
館
実
習
生
申
し

込
み
要
項
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■問

 

野
草
園
（
☎
6
3
4-

4
1
2
0
）

イ
ベ
ン
ト

ぶ
ら
ぽ
倶
楽
部
2
0
2
1

　〝
ぶ
ら
っ
〞と
散
歩
し
な
が
ら
街
・
探
険

■時
・
■所
・
■内

　

 【
第
1
回
】
5
月
15
日
㈯
「
羽
州
街
道
か
ら

北
の
鎮
守
へ
」
山
形
市
役
所
前
（
集
合
）
〜

北
山
形
駅
前
（
解
散
）

　

 【
第
2
回
】
6
月
19
日
㈯
「
江
戸
寺
町
か
ら

明
治
の
道
を
た
ど
る
」
ほ
っ
と
な
る
広
場
公

園
（
集
合
）
〜
文
翔
館
前
（
解
散
）

　

 【
第
3
回
】
7
月
17
日
㈯
「
紅
花
商
人
の
町

か
ら
最
上
義
光
公
菩
提
寺
へ
」
山
形
駅
東
口

交
通
セ
ン
タ
ー
前
（
集
合
）
〜
歌
懸
稲
荷
神

社
（
解
散
）

　

 【
第
4
回
】
9
月
18
日
㈯
「
蔵
と
レ
ト
ロ
建

築
を
め
ぐ
る
」
山
形
市
役
所
前
（
集
合
）
〜

山形市からのお知らせ
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教
室・講
座

犬
・
猫　
譲
渡
前
講
習
会

　
わ
ん
に
ゃ
ん
ポ
ー
ト
で
は
、
新
た
な
飼
い
主

を
探
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。わ
ん
に
ゃ

ん
ポ
ー
ト
の
犬
・
猫
を
新
た
な
家
族
と
し
て
迎

え
た
い
方
は
、
事
前
に
わ
ん
に
ゃ
ん
ポ
ー
ト
ま

た
は
山
形
県
各
保
健
所
で
行
う
譲
渡
前
講
習
会

（
1
時
間
程
度
）を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
新
し
い
家
族
の
一
員
と
し

て
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時

 

5
月
12
日
㈬
、
6
月
12
日
㈯
、
7
月
12

日
㈪
午
前
10
時
〜
（
1
時
間
程
度
）

■所
わ
ん
に
ゃ
ん
ポ
ー
ト
多
目
的
ホ
ー
ル

■問

 

わ
ん
に
ゃ
ん
ポ
ー
ト
（
☎
６
８
１-

１
２

１
０
）

応
急
手
当
指
導
員
の
資
格
取
得
講
習

■時

 

5
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
午
前
9
時
〜
午

後
6
時
（
昼
休
憩
1
時
間
）

■所
消
防
本
部
東
消
防
署
（
緑
町
）

■内

 

応
急
手
当
指
導
員
の
養
成
講
習

　
※ 

資
格
取
得
後
は
救
命
入
門
コ
ー
ス
・
普
通

救
命
講
習
・
上
級
救
命
講
習
の
指
導
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

■対

 

応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
取
得
者
先
着

20
人
程
度

■持

 

応
急
手
当
指
導
者
標
準
テ
キ
ス
ト
、
昼
食

■申

 

電
話
で
救
急
救
命
課
へ
（
平
日
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

　
※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■問

 

消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
6
3
4-

1

1
9
3
）

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

■時

 

5
月
16
日
㈯
午
前
9
時
〜
正
午

■所

 

消
防
本
部
西
消
防
署
（
西
崎
）

■内

 

A
E
D
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
成
人
を

対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
）

　
※ 

e -

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
電
子
学
習
）
の
利
用
者

も
受
講
で
き
ま
す（
受
講
証
明
書
が
必
要
）。

　
※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■対

 

先
着
20
人
程
度

■申

 

電
話
で
救
急
救
命
課
へ
（
平
日
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

■問

 

消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
6
3
4-

1

1
9
3
）

N
P
O
勉
強
会 

〜
N
P
O
入
門
編
〜

■時

 

5
月
25
日
㈫
午
後
7
時
〜
9
時

■所

 

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
会
議
室
B

■講

 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■内「 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
な
あ
に
？
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
っ
て
何
が
違
う
の
？
」
と
い
っ

た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
疑
問
を
少
し
で
も

解
決
す
る
た
め
の
勉
強
会

■対

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎
知
識
を
学
び
た
い
方
先

着
8
人

■申

 

4
月
17
日
〜
5
月
22
日
に
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
６
４
７-

２
２
６
１
）、
E
メ
ー

ル
（center@

yam
agata-npo.jp

）

で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

■問

 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
6
4
7-

2
2
6
0
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
習
会

■時

 

5
月
25
日
㈫
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

■所

 

市
役
所
7
階
7
0
1
A
B
会
議
室

■講

 

鈴
木
信
昭
氏

■内

 

夏
の
節
電
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
効
果
の

あ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
作
り
方
の
ほ
か
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
花
の
植
え
付

け
講
習
会

■対

 

先
着
20
人

■申

 

5
月
18
日
ま
で
に
、
電
話
で
公
園
緑
地

課
へ

■問

 

公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
5
2
8
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
教
室

■問

 

☎
6
4
7-

2
2
7
5

◆
英
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム

　
5
月
の
絵
本
は 

『
ぞ
ぐ 

と 

そ
ら
と
ぶ 

お
い

し
ゃ
さ
ん
』〝Zog and the Flying Doctors

〞

■時

 

5
月
9
日
㈰
・
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時
、

正
午
〜
午
後
1
時
、
午
後
2
時
〜
3
時

■講

 

ジ
ニ
ー 
デ 

ラ 

フ
エ
ン
テ
氏
⁄
デ
ィ
ー

ン 

ブ
レ
ー
氏

■内

 

英
語
の
絵
本
を
読
ん
で
、
遊
び
な
が
ら

理
解
を
深
め
る

■対

 

5
歳
〜
12
歳 

各
回
先
着
9
人

■申

 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆Read and D
iscuss

■時

 

5
月
13
日
㈭
・
20
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

■講

 

デ
ィ
ー
ン 

ブ
レ
ー
氏

■内

 This m
onth w

e w
ill read and 

discuss excerpts from
 English 

literature as selected by our 
group.

■対

 

先
着
6
人

■申

 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆
学
生
向
け
の
韓
国
語
で
話
そ
う
〜
ド
ラ
マ
の

セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語
〜

　
ハ
ン
グ
ル
が
読
め
る
と
、
よ
り
教
室
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■時

 

5
月
8
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

■講

 

市
日
韓
交
流
員　
鄭
美
穂
氏

■対

 

中
学
生
・
高
校
生
先
着
7
人

■申

 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

山形市からのお知らせ

■所

 

市
少
年
自
然
の
家
と
そ
の
周
辺

■内

 

ハ
イ
キ
ン
グ
、
炊
飯
活
動
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

■対

 

小
学
3
・
4
年
生
20
人
（
抽
選
）

■費

 

2
千
円
程
度

■持

 

水
筒
、
雨
具
、
敷
物
、
軍
手
、
腕
時
計
、

リ
ュ
ッ
ク
、
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
洗
面
用
具

■申

 

5
月
1
日
〜
6
月
2
日

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
電
話
で
市
少
年
自
然
の

家
へ

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開
①

■時

 

6
月
5
日
㈯
午
後
3
時
〜
6
時
30
分

■所

 

市
少
年
自
然
の
家
本
館

■講

 

星
の
ソ
ム
リ
エ　
理
学
博
士　
柴
田
晋
平
氏

■内

 

キ
ッ
ト
で
天
体
望
遠
鏡
の
作
成
（
後
日
リ

モ
ー
ト
で
天
体
観
測
の
講
習
あ
り
）。
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
春
・
夏
の
星
座
の
話

や
宇
宙
の
神
秘
を
紹
介

■対

 

10
家
族
（
抽
選
）

■費

 

コ
ル
キ
ッ
ト
1
台
当
た
り
2
、8
0
0
円

■持

 

懐
中
電
灯
、
三
脚
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

■申

 

5
月
1
日
〜
18
日
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
電
話
で
市
自
然
少
年
自
然
の
家
へ

市
主
催
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止
・
延
期

に
関
す
る
お
知
ら
せ

【
5
月
】ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
中
止
）

■問

 

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課（
☎
内
線
4
0
9
）

歌
懸
稲
荷
神
社
（
解
散
）

　

 【
第
5
回
】
10
月
16
日
㈯
「
千
歳
園
辺
り
か

ら
馬
見
ヶ
崎
へ
」
山
形
市
役
所
前
（
集
合
）

〜
文
翔
館
前
（
解
散
）

　

 【
第
6
回
】
11
月
20
日
㈯
「
山
形
城
か
ら
商

人
町
へ
」
山
形
駅
西
口
広
場
（
集
合
）
〜
山

形
市
役
所
前
（
解
散
）

※ 

い
ず
れ
も
午
前
9
時
出
発

■費

 

各
1
0
0
円
（
保
険
代
等
）

■申

 

当
日
直
接
集
合
場
所
へ

※ 

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、城
下
町
や
ま
が
た
探
険
隊（
☎
０

９
０-

１
４
９
９-

３
９
４
０
（
午
後
６
時

以
降
））
へ

■問

 

市
観
光
案
内
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７-

２

２
６
６
）

山
形
ま
る
ご
と
市　
5
月
・
6
月
開
催
分

　
地
元
の
特
産
品
や
採
れ
た
て
の
農
産
物
な
ど

を
販
売
し
ま
す
！

◆
山
寺
会
場
（
宝
珠
橋
公
園
）

　
6
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
・
12
日
㈯
・
13
日
㈰
・

19
日
㈯
・
20
日
㈰
・
26
日
㈯
・
27
日
㈰
午
前
9

時
〜
午
後
4
時

◆
蔵
王
温
泉
会
場
（
緑
屋
駐
車
場
）

　
6
月
6
日
㈰
・
13
日
㈰
・
20
日
㈰
・
27
日
㈰

午
前
6
時
〜
8
時

◆ 

高
瀬
会
場
（
軽
ト
ラ
市 

べ
に
ば
な
ト
ン
ネ

ル
高
瀬
側
出
口
付
近
）

　
5
月
9
日
㈰
・
23
日
㈰
、
6
月
13
日
㈰
・
27

日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■問

 

観
光
戦
略
課
内
同
実
行
委
員
会
（
☎
内

線
4
2
3
）

第
27
回
野
草
園
の
魅
力
を
探
る

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

■時

 

5
月
15
日
㈯
〜
7
月
4
日
㈰
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
30
分

■所
 

野
草
園
内
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

■内
 

令
和
2
年
度 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作

品
な
ど
の
展
示

■費

 

入
園
料
3
0
0
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■問

 

野
草
園
（
☎
6
3
4-

4
1
2
0
）

市
図
書
館
の
催
し

■問

 

☎
6
2
4-

0
8
2
2

◆
お
は
な
し
の
広
場

■時

 

5
月
23
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

■所

 

市
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■講〈 

読
み
手
〉
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小

荷
駄
の
み
ど
り
か
ら
…
」

■内

 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
上
演
、
本

の
紹
介　
他

■対

 

幼
児
〜
小
学
生
15
人
程
度

◆
〜
古
文
書
に
ち
ょ
ぴ
っ
と
触
れ
て
〜
　

　
江
戸
の
山
形
名
所
を
歩
く
P
A
R
T
2

■時

 

5
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

■所

 

小
荷
駄
町
、
三
日
町
周
辺

■講

 

村
山
民
俗
学
会　
安
孫
子
博
幸
氏

■内

 

江
戸
時
代
の
山
形
の
観
光
案
内
『
山
形

風
流
松ま
つ
の
き
ま
く
ら

木
枕
』
の
一
部
を
原
文
で
読
み
、

実
際
に
巡
る
企
画
の
第
二
弾

■対

 

先
着
15
人

■申

 

5
月
1
日
か
ら
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
４-

０
８
２
３
）、
E
メ
ー
ル
（tosho

kan@
city.yam

agata-yam
agata.

lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
市
立
図
書
館
へ

え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
！

■時

 

5
月
23
日
㈰
午
前
11
時
〜
正
午

■所

 

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
２
階
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

■内

 

簡
単
な
英
語
を
使
っ
て
、
外
国
人
講
師

と
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
遊
ぶ
（
英
語
を

学
習
す
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■対

 

小
学
生
1
〜
3
年
生
と
そ
の
保
護
者
先
着

8
組

■申

 

電
話
ま
た
は
直
接
協
会
窓
口
へ

※ 

参
加
に
は
、
国
際
交
流
協
会
へ
の
会
員
登
録

（
年
会
費
千
円
）
が
必
要
で
す
。

■問

 

山
形
市
国
際
交
流
協
会
（
☎
6
4
7-

2

2
7
7
）

市
自
然
少
年
自
然
の
家
の
催
し

■問

 

☎
6
4
3-

8
5
3
3

◆
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
①
②

■時

 

①
6
月
19
日
㈯
〜
20
㈰
、
②
6
月
26
日
㈯

〜
27
日
㈰

時 とき　所 ところ　内 内容　講 講師等　対 対象・定員　費 費用（無料は記載なし）　持 持ち物　申 申し込み（不要は記載なし）　問 問い合わせ
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教
室・講
座

犬
・
猫　
譲
渡
前
講
習
会

　
わ
ん
に
ゃ
ん
ポ
ー
ト
で
は
、
新
た
な
飼
い
主

を
探
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。わ
ん
に
ゃ

ん
ポ
ー
ト
の
犬
・
猫
を
新
た
な
家
族
と
し
て
迎

え
た
い
方
は
、
事
前
に
わ
ん
に
ゃ
ん
ポ
ー
ト
ま

た
は
山
形
県
各
保
健
所
で
行
う
譲
渡
前
講
習
会

（
1
時
間
程
度
）を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
新
し
い
家
族
の
一
員
と
し

て
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時

 

5
月
12
日
㈬
、
6
月
12
日
㈯
、
7
月
12

日
㈪
午
前
10
時
〜
（
1
時
間
程
度
）

■所
わ
ん
に
ゃ
ん
ポ
ー
ト
多
目
的
ホ
ー
ル

■問

 

わ
ん
に
ゃ
ん
ポ
ー
ト
（
☎
６
８
１-

１
２

１
０
）

応
急
手
当
指
導
員
の
資
格
取
得
講
習

■時

 

5
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
午
前
9
時
〜
午

後
6
時
（
昼
休
憩
1
時
間
）

■所
消
防
本
部
東
消
防
署
（
緑
町
）

■内

 

応
急
手
当
指
導
員
の
養
成
講
習

　
※ 

資
格
取
得
後
は
救
命
入
門
コ
ー
ス
・
普
通

救
命
講
習
・
上
級
救
命
講
習
の
指
導
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

■対

 

応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
取
得
者
先
着

20
人
程
度

■持

 

応
急
手
当
指
導
者
標
準
テ
キ
ス
ト
、
昼
食

■申

 

電
話
で
救
急
救
命
課
へ
（
平
日
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

　
※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■問

 

消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
6
3
4-

1

1
9
3
）

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

■時

 

5
月
16
日
㈯
午
前
9
時
〜
正
午

■所

 

消
防
本
部
西
消
防
署
（
西
崎
）

■内

 

A
E
D
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
成
人
を

対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証
を

発
行
し
ま
す
）

　
※ 
e -

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
電
子
学
習
）
の
利
用
者

も
受
講
で
き
ま
す（
受
講
証
明
書
が
必
要
）。

　
※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■対

 

先
着
20
人
程
度

■申

 

電
話
で
救
急
救
命
課
へ
（
平
日
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
）

■問

 

消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
6
3
4-

1

1
9
3
）

N
P
O
勉
強
会 

〜
N
P
O
入
門
編
〜

■時

 

5
月
25
日
㈫
午
後
7
時
〜
9
時

■所

 

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
会
議
室
B

■講

 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

■内「 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
な
あ
に
？
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
っ
て
何
が
違
う
の
？
」
と
い
っ

た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
疑
問
を
少
し
で
も

解
決
す
る
た
め
の
勉
強
会

■対

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎
知
識
を
学
び
た
い
方
先

着
8
人

■申

 

4
月
17
日
〜
5
月
22
日
に
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
６
４
７-

２
２
６
１
）、
E
メ
ー

ル
（center@

yam
agata-npo.jp

）

で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

■問

 

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
6
4
7-

2
2
6
0
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
習
会

■時

 

5
月
25
日
㈫
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

■所

 

市
役
所
7
階
7
0
1
A
B
会
議
室

■講

 

鈴
木
信
昭
氏

■内

 

夏
の
節
電
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
効
果
の

あ
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
作
り
方
の
ほ
か
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
花
の
植
え
付

け
講
習
会

■対

 

先
着
20
人

■申

 

5
月
18
日
ま
で
に
、
電
話
で
公
園
緑
地

課
へ

■問

 

公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
5
2
8
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
教
室

■問

 
☎
6
4
7-

2
2
7
5

◆
英
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム

　
5
月
の
絵
本
は 
『
ぞ
ぐ 

と 

そ
ら
と
ぶ 

お
い

し
ゃ
さ
ん
』〝Zog and the Flying Doctors

〞

■時

 

5
月
9
日
㈰
・
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時
、

正
午
〜
午
後
1
時
、
午
後
2
時
〜
3
時

■講

 

ジ
ニ
ー 

デ 

ラ 

フ
エ
ン
テ
氏
⁄
デ
ィ
ー

ン 

ブ
レ
ー
氏

■内

 

英
語
の
絵
本
を
読
ん
で
、
遊
び
な
が
ら

理
解
を
深
め
る

■対

 

5
歳
〜
12
歳 

各
回
先
着
9
人

■申

 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆Read and D
iscuss

■時

 

5
月
13
日
㈭
・
20
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

■講

 

デ
ィ
ー
ン 

ブ
レ
ー
氏

■内

 This m
onth w

e w
ill read and 

discuss excerpts from
 English 

literature as selected by our 
group.

■対

 

先
着
6
人

■申

 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆
学
生
向
け
の
韓
国
語
で
話
そ
う
〜
ド
ラ
マ
の

セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語
〜

　
ハ
ン
グ
ル
が
読
め
る
と
、
よ
り
教
室
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■時

 

5
月
8
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

■講

 

市
日
韓
交
流
員　
鄭
美
穂
氏

■対

 

中
学
生
・
高
校
生
先
着
7
人

■申

 

電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

山形市からのお知らせ
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問　 文化振興課　☎内線769

地
域

貢献！
チャレンジ

市民
活動

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

問　 企画調整課　☎内線222

@FilmYamagata で検索

最新情報 
更新中！

「
茂
吉
歌
碑
め
ぐ
り
」

　
山
形
ゆ
か
り
の
詩
人
・
歌
人
は
数
多
く
お
り
ま
す
が
、
最
も
有
名
な

の
は
や
は
り
斎
藤
茂
吉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
医
師
と
し
て
働
き
つ

つ
、「
ア
ラ
ラ
ギ
派
」
の
中
心
人
物
と
し
て
、
生
涯
で
一
万
八
千
首
も
の

歌
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
ふ
る
さ
と
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
蔵
王
の
山
を
心
か
ら
愛
し
、

そ
の
思
い
入
れ
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
、
蔵
王
に

関
す
る
短
歌
も
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
が
、
蔵
王
温
泉
街
や
蔵
王
山
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
、
こ
れ
ら
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
お
そ
ら
く
、
熊
野
岳
山
頂
に
あ
る
歌
碑
に
刻
ま
れ
た
、
次
の
歌
は
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
も
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
陸み
ち
の
く奥
を
　
ふ
た
わ
け
ざ
ま
に
　
聳そ
び

え
た
ま
ふ

　
　
　
　
　
蔵
王
の
山
の
　
雲
の
中
に
立
つ

　
蔵
王
の
雄
大
さ
に
加
え
、
郷
土
の
名
山
を
誇
ら
し
げ
に
歌
う
茂
吉
の

郷
土
愛
が
本
当
に
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
含
め
、
全
体
で
20
基

21
首
の
歌
碑
が
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
巡
っ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
歌
碑
は
「
蔵
王
文
学
の

み
ち
　
茂
吉
歌
碑
め
ぐ
り
」
と
し
て
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
蔵
王
温
泉
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
前
の
歌
碑
に
つ
い
て
は
、
私
が

揮き
ご
う毫

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
歩
き
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
郷

土
の
偉
大
な
歌
人
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら

歩
い
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲蔵王温泉バスターミナル前の歌碑

映像で山形の魅力再発見 Part2
『山形こけし～工人たちの不易流行～』を再配信！
　第 30 回 Creative Café「映像で山形の魅力再発見」
で、お披露目オンライン上映を行った最新短編ドキュ
メンタリー作品を再上映します。今回配信するのは、
東北 6県にしかない伝統こけしなどを有する山形のこ
けし文化に着目した『山形こけし～工人たちの不易流
行～』です。特別映像として、当作品の佐藤広一監督
と山形市で活躍するこけし工人の梅木直美さんの対談
を合わせてお送りします。ぜひご覧ください。
5月29日㈯・30日㈰
ユネスコ創造都市やまがた公式ホームページ上
(creative-yamagata.jp)
〈上映作品〉
『山形こけし～工人たちの不易流行～』
（2021/25分/佐藤広一監督）

▲撮影の様子

柏倉にぎわいづくりネットワーク
　柏倉にぎわいづくりネットワークでは、市西部の西山
形地区を拠点として、地域資源の発掘と新たな活用方法
を探り、地域のにぎわいづくりや魅力向上のために活動
しています。これまで、耕作しなくなった畑や収穫しな
くなった柿の木などを地域資源として活用したり、伝統
行事や里山などを広く紹介したりするなど、さまざまな
活動を展開してきました。
　昨年度は山形市コミュニティファンドを活用し、地域
の景観改善のため「地域景観環境改善事業」を実施しま
した。地区内外の方々が協力し、西山形地区の耕作しな
くなった畑や富神山山頂などにヒガンバナ・スイセン・
ヒメサユリの球根を植えました。富神山では登山者の飛
び入り参加もあり、事業を通して新たな交流も生まれま
した。
　これまでも多くの方に親しまれていた富神山。今の季
節は新緑に覆われ気持ち良い森林浴が楽しめます。この
機会に富神山へ足を運んでみませんか？

柏倉にぎわいづくりネットワーク（担当：高橋）
☎070-5478-0902
Eメール：aile4monte@yahoo.co.jp

▲富神山での活動 ▲球根の植栽

■対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
方

20
人
（
抽
選
）

※
■申
①
〜
③
の
い
ず
れ
も
、
5
月
15
日
（
必

着
）
ま
で
に
、
講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
は

が
き
（
〒
9
9
0-

0
0
4
2
山
形
市
七
日

町
一
丁
目
2
番
39
号
）
ま
た
は
F
A
X
（

6
3
3-

9
8
0
4
）
で
中
央
公
民
館
へ

※
当
選
者
の
み
、
締
め
切
り
か
ら
10
日
以
内
に

通
知
を
発
送
し
ま
す
。

滝
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■問
☎
６
２
２-

３
４
０
１

瀧
山
窯
陶
芸
教
室
　
楽
焼
コ
ー
ス

　
利
休
好
み
の
楽
茶
碗
に
挑
戦
し
よ
う
！
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

■時
5
月
〜
12
月
の
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
全
12
回
。
初
回
は
5
月
20
日
）

■対
先
着
6
人

■費
２
万
５
千
円
（
道
具
・
材
料
代
込
み
）

■申
3
月
1
日
〜
5
月
10
日
に
、
費
用
を
添
え

て
直
接
滝
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
催
し

中
央
公
民
館

■問
☎
６
２
３-

２
１
５
０

①
パ
ソ
コ
ン
講
座
1「
実
用
パ
ソ
コ
ン
講
座（
表

計
算
編
）」

■時
6
月
2
日
㈬
〜
4
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
3
回
）

■内
町
内
会
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
会
計
簿
・
予

算
書
・
決
算
書
作
成

■対
マ
ウ
ス
操
作
、
文
字
入
力
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
方
10
人
（
抽
選
）

■費
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

■持
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

②
パ
ソ
コ
ン
講
座
2
「
文
書
作
成
入
門
」

■時
6
月
16
日
㈬
〜
18
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
3
回
）

■内
簡
単
な
文
書
作
成
・
保
管
な
ど
の
基
本

操
作

■対
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
10
人
（
抽
選
）

■費
8
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

■持
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
「
使
っ
て
み
よ
う
！

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
」

■時
6
月
10
日
㈭
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■内
一
般
的
な
使
い
方
（
基
本
操
作
）
の
指
導

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
1
人
1
台
貸
し
出

し
ま
す
）

■対
喉
頭
摘
出
者
で
身
体
障
が
い
者
手
帳
の

所
持
者
先
着
10
人

■申
６
月
８
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
教
室
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
は
が
き
（
〒
９
９
０

-

０
０
２
１
小
白
川
町
２-

３-

４
７
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
５-

２
１
５
０
）、
Ｅ

メ
ー
ル
（fukubunsen@

city.yam
a

gata-yam
agata.lg.jp

）
の
い
ず
れ
か

で
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
（
直
接
の
申
し

込
み
も
可
）

介
護
予
防
を
は
じ
め
よ
う
講
座

■時
5
月
18
日
㈫
午
後
2
時
〜
3
時
30
分
（
開

場
1
時
30
分
）

■所
南
部
公
民
館
3
階
集
会
室

■内
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
「
フ
レ
イ
ル
と

は
何
か
」「
介
護
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
」
な

ど
に
つ
い
て
の
講
話
。
お
家
で
で
き
る

介
護
予
防
体
操
と
介
護
予
防
し
な
が
ら

元
気
な
生
活
を
続
け
る
た
め
に
役
立
つ

「
山
形
人
生
備
え
の
書
（
山
形
市
介
護
予

防
手
帳
）」
の
紹
介
。

■対
65
歳
以
上
の
方
先
着
40
人

■申
5
月
6
日
か
ら
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ

■問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
5
6
8
）

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
の
教
室

■問
☎
6
4
2-

5
1
8
2

◆
小
白
川
や
す
ら
ぎ
荘
事
業
「
は
つ
ら
つ
体
操

教
室
」

■時
6
月
8
日
〜
29
日
の
火
曜
日
（
全
4
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

■講
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

飯
野
真
夕
氏

■内
運
動
機
能
の
維
持
・
強
化
を
図
り
、
転
倒
予

防
に
役
立
つ
基
礎
的
な
運
動
方
法
を
学
ぶ

■対
60
歳
以
上
で
毎
回
参
加
で
き
る
方
20
人

（
抽
選
）

■費
84
円
（
保
険
代
）

■申
5
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
教
室
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
は
が
き
（
〒
９
９
０

-

０
０
２
１
小
白
川
町
２-

３-

４
７
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
５-

２
１
５
０
）、
E

メ
ー
ル
（fukubunsen@

city.yam
ag

ata-yam
agata.lg.jp

）
の
い
ず
れ
か

で
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
（
直
接
の
申

し
込
み
も
可
）

◆
身
体
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業
「
発
声
機
能

回
復
訓
練
教
室
」

■時
6
月
22
日
㈫
、
7
月
27
日
㈫
、
8
月
24

日
㈫
、
9
月
14
日
㈫
、
10
月
19
日
㈫
午

後
1
時
〜
3
時
（
全
5
回
）

■内
食
道
発
声
訓
練
お
よ
び
電
気
式
人
工
咽

頭
器
具
を
使
用
し
て
行
う
発
声
訓
練

▲あああああ
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問　 文化振興課　☎内線769

地
域

貢献！
チャレンジ

市民
活動

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

問　 企画調整課　☎内線222

@FilmYamagata で検索

最新情報 
更新中！

「
茂
吉
歌
碑
め
ぐ
り
」

　
山
形
ゆ
か
り
の
詩
人
・
歌
人
は
数
多
く
お
り
ま
す
が
、
最
も
有
名
な

の
は
や
は
り
斎
藤
茂
吉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
医
師
と
し
て
働
き
つ

つ
、「
ア
ラ
ラ
ギ
派
」
の
中
心
人
物
と
し
て
、
生
涯
で
一
万
八
千
首
も
の

歌
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
ふ
る
さ
と
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
蔵
王
の
山
を
心
か
ら
愛
し
、

そ
の
思
い
入
れ
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
、
蔵
王
に

関
す
る
短
歌
も
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
が
、
蔵
王
温
泉
街
や
蔵
王
山
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
、
こ
れ
ら
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
お
そ
ら
く
、
熊
野
岳
山
頂
に
あ
る
歌
碑
に
刻
ま
れ
た
、
次
の
歌
は
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
も
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
陸み
ち
の
く奥
を
　
ふ
た
わ
け
ざ
ま
に
　
聳そ
び

え
た
ま
ふ

　
　
　
　
　
蔵
王
の
山
の
　
雲
の
中
に
立
つ

　
蔵
王
の
雄
大
さ
に
加
え
、
郷
土
の
名
山
を
誇
ら
し
げ
に
歌
う
茂
吉
の

郷
土
愛
が
本
当
に
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
含
め
、
全
体
で
20
基

21
首
の
歌
碑
が
点
在
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
巡
っ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
歌
碑
は
「
蔵
王
文
学
の

み
ち
　
茂
吉
歌
碑
め
ぐ
り
」
と
し
て
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
蔵
王
温
泉
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
前
の
歌
碑
に
つ
い
て
は
、
私
が

揮き
ご
う毫
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
歩
き
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
郷

土
の
偉
大
な
歌
人
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら

歩
い
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲蔵王温泉バスターミナル前の歌碑

映像で山形の魅力再発見 Part2
『山形こけし～工人たちの不易流行～』を再配信！
　第 30 回 Creative Café「映像で山形の魅力再発見」
で、お披露目オンライン上映を行った最新短編ドキュ
メンタリー作品を再上映します。今回配信するのは、
東北 6県にしかない伝統こけしなどを有する山形のこ
けし文化に着目した『山形こけし～工人たちの不易流
行～』です。特別映像として、当作品の佐藤広一監督
と山形市で活躍するこけし工人の梅木直美さんの対談
を合わせてお送りします。ぜひご覧ください。
5月29日㈯・30日㈰
ユネスコ創造都市やまがた公式ホームページ上
(creative-yamagata.jp)
〈上映作品〉
『山形こけし～工人たちの不易流行～』
（2021/25分/佐藤広一監督）

▲撮影の様子

柏倉にぎわいづくりネットワーク
　柏倉にぎわいづくりネットワークでは、市西部の西山
形地区を拠点として、地域資源の発掘と新たな活用方法
を探り、地域のにぎわいづくりや魅力向上のために活動
しています。これまで、耕作しなくなった畑や収穫しな
くなった柿の木などを地域資源として活用したり、伝統
行事や里山などを広く紹介したりするなど、さまざまな
活動を展開してきました。
　昨年度は山形市コミュニティファンドを活用し、地域
の景観改善のため「地域景観環境改善事業」を実施しま
した。地区内外の方々が協力し、西山形地区の耕作しな
くなった畑や富神山山頂などにヒガンバナ・スイセン・
ヒメサユリの球根を植えました。富神山では登山者の飛
び入り参加もあり、事業を通して新たな交流も生まれま
した。
　これまでも多くの方に親しまれていた富神山。今の季
節は新緑に覆われ気持ち良い森林浴が楽しめます。この
機会に富神山へ足を運んでみませんか？

柏倉にぎわいづくりネットワーク（担当：高橋）
☎070-5478-0902
Eメール：aile4monte@yahoo.co.jp

▲富神山での活動 ▲球根の植栽
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康

山形市健康づくり運動普及推進協議会と山形市の協働事業として、市内の名所・見所を巡るウオーキングマップ
を作成しました。マップは全7種類。健康増進課（霞城セントラル４階）や市役所１階総合案内近
くのパンフレットラック、市内公民館、コミュニティセンター等で配布しています。全コース達成
者にはうれしいプレゼントが!?　詳しくは、ホームページでお知らせします。
　マップを活用して、健康づくりをしてみませんか？
 健康増進課　☎616-7271

　山形市では、健康寿命の延伸のための「SUKSKメ
ニュー」を認定しています。メニューには、「食塩控
えめ」「野菜たっぷり」「バランス」「SUKSK減塩」
などの種類があり、地産地消の食材も取り入れてい
ます。各認定店でいろいろなメニューを食べて健康
になりましよう。
※メニュー協力店は、市ホームページでご確認くだ
さい。

健康増進課　☎616-7273

SUKSKメニューを
食べてみませんか５月１日（土）午後１時15分～２時45分頃

　（午後１時から受け付け）
  消費生活センター研修室（霞城セントラル３階）
  助産師、栄養士、歯科衛生士の講話、個別相談（希
望者のみ）

※ 感染症予防のため、体験型の教室はありません。
 初産で妊娠週数16～33週ころの方先着12組

※ 経産婦の方で参加希望の方はご相談ください。
 母子健康手帳、母子健康手帳副読本
 ４月21日から、電話で母子保健課へ
 母子保健課　☎ 647-2280

 〈接種期間〉令和4年3月31日まで
 〈助成額〉4,000円（助成額を超えた金額は自己負担。料金は医療機関ごとに異なります）

※生活保護受給世帯の方は事前申請により無料。
  接種日において山形市に住民票があり、接種を希望する方のうち、次のいずれかに該当する方（過去に市の助成
を受けて23価肺炎球菌ワクチンを1回以上接種している方は対象外）

① 本年度に65歳、70歳、75歳以上になる方（昭和31年4月2日～昭和32年4月1日生まれ、昭和26年4月2日～昭和
27年4月1日生まれ、昭和22年4月1日以前生まれの方）

② 接種日において60歳～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器などの内部障がいのある方（身体障がい者手帳1級に準じる）
  市内予防接種協力医療機関へ予約の上、健康保険証等（氏名、生年月日、市民であることが確認できるもの）、障
がい者手帳（②に該当する方のみ）を持参し、接種してください。

※市外（県内に限る）の医療機関での接種を希望する方は、事前に健康増進課へお間い合わせください。
 健康増進課　☎ 616-7270

こころの体温計とは？
　パソコンやスマートフォン、携帯電話で現在のこころの健康状態を把握するチェックシステムです。
　自分の状態をチェックする「本人モード」や、家族の状態をチェックする「家族モード」など、６つのモードがあります。
〈利用方法〉
◆携帯電話の場合、右の二次元コードから利用できます。
◆市ホームページから、「こころの体温計」で検索してください。
 健康増進課　☎ 616-7275

ママパパ教室

高齢者肺炎球菌予防接種費用の一部助成を行っています

メンタルチェックシステム「こころの体温計」をご活用ください

ウオーキングマップを作成しました

【こころの体温計】

【コース情報はこちら】
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糖
尿
病
の
治
療
の
基
本
は
食
事
と
運
動
で
す
。
食
事
で

は
食
べ
る
時
間
（
早
食
い
は
血
糖
を
す
ぐ
上
昇
さ
せ
る
た

め
ゆ
っ
く
り
）
や
量
、
順
番
（
野
菜
が
最
初
で
ご
飯
な
ど

の
主
食
は
最
後
）
が
、
ま
た
食
後
の
有
酸
素
運
動
（
散
歩

や
軽
い
運
動
）
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
食
事
や
運
動
療

法
で
も
目
標
の
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
達
し
な
い
場
合
に

は
薬
物
治
療
に
な
り
ま
す
。
２
型
糖
尿
病
で
は
経
口
糖

尿
病
薬
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
近
年
で
は
体
重
増
加
や

低
血
糖
を
起
こ
す
こ
と
が
な
く
良
好
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
得
ら
れ
る
安
全
な
薬
と
し
てD

PP-4

阻
害
薬
が
幅

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
こ
のD

PP-4

阻
害
薬
の
副
作
用
と
し
て
、
ま
れ
で
は
あ
り
ま
す
が

「
水す

い
ほ
う
せ
い
る
い
て
ん
ぽ
う
そ
う

泡
性
類
天
疱
瘡
」
と
い
う
皮
膚
の
病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
、
自
分
の

抗
体
が
皮
膚
の
基
底
膜
に
反
応
し
全
身
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
紅
斑
（
発
赤
）
と
水
泡
（
水
ぶ
く
れ
）、
痒
み
を
発
症
さ

せ
る
難
治
性
の
皮
膚
病
で
、
発
見
や
治
療
の
開
始
が
遅
れ

た
場
合
に
は
重
症
化
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
も
し
糖
尿
病
の
薬
を
飲
み
始
め
て
か
ら
、

い
つ
の
ま
に
か
皮
膚
に
痒
み
や
発
赤
、
水
ぶ
く
れ
が
で
き

て
き
た
場
合
に
は
必
ず
主
治
医
の
先
生
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

山
形
市
立
病
院
済
生
館

糖
尿
病
内
分
泌
科
長（
兼
）地
域
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
室
長    

五
十
嵐
雅
彦

糖
尿
病
治
療
薬 D

PP-4

阻
害
薬
の
重
大
な
副
作
用

５ 月 の 相 談
市民相談
 市民相談課 ☎内線 240・241

一般相談
月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談
月～金曜日 午前9時～午後4時

行政書士相談
10日㈪ 午前9時～午後4時

人権・困り事相談
11㈫ 午後1時～4時

土地境界に関する相談
13日㈭午前10時～午後3時

行政に関する相談
18日㈫午前10時～午後3時

登記手続相談
19日㈬ 午前10時～午後3時

※3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く（予約不要）

消費生活相談
 消費生活センター ☎ 647-2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日 午前９時～午後５時
（4日（火・祝）～5日（水・祝）を除く）

消費生活法律相談
27日㈭ 午後２時～４時
※ 事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。

ふれあい総合相談
 市社会福祉協議会 ☎ 645-8177

困りごと相談
月～金曜日 午後１時～４時
（3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）

年金相談
11日㈫ 午後１時～４時

税金相談
12日㈬ 午後１時～４時

人権相談
20日㈭ 午後１時～４時

法律相談
金曜日 午後１時～４時
※ 当日正午から、電話（☎645-8061）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

総合学習センター教育相談
▶とき…  月～金曜日 午前10時～午後４時
　　　　 （3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）
▶ところ… 総合学習センター（電話相談も可）
▶問い合わせ…☎645-6182（直通）
※ 不登校や学校生活、子育てなどの悩み相
談をお受けします。（受け付けは午後３
時30分まで）

※ メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（電話・メール）
▶とき…  月～金曜日 午後１時～５時
　　　  （3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）
▶ところ… 青少年指導センター（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎631-4425（直通）
※ メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談
▶とき…  9日㈰ 午前10時～正午
▶ところ… まんさくの丘
▶問い合わせ…☎688-3540
※相談には事前の予約が必要です。

子ども電話相談
▶とき…  月～金曜日
　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　  （3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）
▶ところ… 家庭支援課（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎641-3636（直通）
※相談には事前の予約が必要です。

外国人専門相談
▶とき…  19日㈬
　　　　午前11時～午後３時
▶ところ… 国際交流センター
▶問い合わせ…☎647-2275
※ 相談言語…英語、中国語、韓国・朝鮮語
（ベトナム語、タガログ語、ポルトガル
語、インドネシア語での相談は要予約）。
専門相談では、在留資格、帰化、永住、
婚姻、外国からの呼び寄せ等の相談を
受け付けます。

※ 外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

各種相談
企業の経営相談
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶とき… 月～金曜日 午前９時～午後５時
▶ところ… 売上増進支援センターY-biz
▶問い合わせ…☎616-7900
※相談には事前の予約が必要です。

ファーラ相談室
 市男女共同参画センター

（ファーラ）☎ 645-8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時
（3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）

法律相談
14日㈮・21日㈮・28日㈮
午後４時～６時

思春期から更年期までの相談
助産師による女性の健康、身体の悩み、出
産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。

済
生
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、日
々
の
健
康
管

理
の
ア
ド
バ
イ
ス「
市
民
健
康
講
座（
動
画
配

信
）糖
尿
病
の
基
礎
知
識
」を
掲
載
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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そ
の
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に
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み
や
発
赤
、
水
ぶ
く
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が
で
き

て
き
た
場
合
に
は
必
ず
主
治
医
の
先
生
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
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５ 月 の 相 談
市民相談
 市民相談課 ☎内線 240・241

一般相談
月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談
月～金曜日 午前9時～午後4時

行政書士相談
10日㈪ 午前9時～午後4時

人権・困り事相談
11㈫ 午後1時～4時

土地境界に関する相談
13日㈭午前10時～午後3時

行政に関する相談
18日㈫午前10時～午後3時

登記手続相談
19日㈬ 午前10時～午後3時

※3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く（予約不要）

消費生活相談
 消費生活センター ☎ 647-2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日 午前９時～午後５時
（4日（火・祝）～5日（水・祝）を除く）

消費生活法律相談
27日㈭ 午後２時～４時
※ 事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。

ふれあい総合相談
 市社会福祉協議会 ☎ 645-8177

困りごと相談
月～金曜日 午後１時～４時
（3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）

年金相談
11日㈫ 午後１時～４時

税金相談
12日㈬ 午後１時～４時

人権相談
20日㈭ 午後１時～４時

法律相談
金曜日 午後１時～４時
※ 当日正午から、電話（☎645-8061）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

総合学習センター教育相談
▶とき…  月～金曜日 午前10時～午後４時
　　　　 （3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）
▶ところ… 総合学習センター（電話相談も可）
▶問い合わせ…☎645-6182（直通）
※ 不登校や学校生活、子育てなどの悩み相
談をお受けします。（受け付けは午後３
時30分まで）

※ メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（電話・メール）
▶とき…  月～金曜日 午後１時～５時
　　　  （3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）
▶ところ… 青少年指導センター（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎631-4425（直通）
※ メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談
▶とき…  9日㈰ 午前10時～正午
▶ところ… まんさくの丘
▶問い合わせ…☎688-3540
※相談には事前の予約が必要です。

子ども電話相談
▶とき…  月～金曜日
　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　  （3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）
▶ところ… 家庭支援課（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎641-3636（直通）
※相談には事前の予約が必要です。

外国人専門相談
▶とき…  19日㈬
　　　　午前11時～午後３時
▶ところ… 国際交流センター
▶問い合わせ…☎647-2275
※ 相談言語…英語、中国語、韓国・朝鮮語
（ベトナム語、タガログ語、ポルトガル
語、インドネシア語での相談は要予約）。
専門相談では、在留資格、帰化、永住、
婚姻、外国からの呼び寄せ等の相談を
受け付けます。

※ 外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

各種相談
企業の経営相談
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶とき… 月～金曜日 午前９時～午後５時
▶ところ… 売上増進支援センターY-biz
▶問い合わせ…☎616-7900
※相談には事前の予約が必要です。

ファーラ相談室
 市男女共同参画センター

（ファーラ）☎ 645-8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時
（3日（月・祝）～5日（水・祝）を除く）

法律相談
14日㈮・21日㈮・28日㈮
午後４時～６時

思春期から更年期までの相談
助産師による女性の健康、身体の悩み、出
産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。

済
生
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、日
々
の
健
康
管

理
の
ア
ド
バ
イ
ス「
市
民
健
康
講
座（
動
画
配

信
）糖
尿
病
の
基
礎
知
識
」を
掲
載
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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